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自然劇場

「農村を味わう！工夫を凝らした弁当集合」
　11 月 24 日、「Ｆ

フ ァ ー ム ス

ＡＲＭＵＳ木
き じ ま だ い ら

島平」（農の拠点施
設）オープン前イベント - アイディア弁当コンテス
トが開催。工夫を凝らした個性豊かな弁当、全 14
品が出品されました。審査員５人による審査中は会
場全体が緊張感に包まれていました。



２
０
１
４
年
の
主
な
で
き
ご
と

１
月

・
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
安
定
供
給
を
目
的
に
、
中
部

　

電
気
保
安
協
会
及
び
長
野
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
、
長
野
Ｌ
Ｐ

　

協
会
高
水
支
部
と
協
定
締
結
（
17
日
・
写
真
①
）

２
月

・
農
村
木
島
平
株
式
会
社
発
足
（
14
日
）

・
國
學
院
大
学
と
共
同
研
究
教
育
事
業
を
協
定
締
結
（
14
日
）

・
山
梨
県
北
杜
市
へ
大
雪
の
除
雪
支
援
（
20
～
25
日
・
写
真
②
）

・
我
が
家
の
お
米
コ
ン
テ
ス
ト
in
き
じ
ま
平
開
催
（
23
日
）

３
月

・
木
島
平
小
学
校
３
年
生
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
潟
水
辺
の
会
に

　

よ
る
鮭
の
稚
魚
を
放
流
（
15
日
）

・
村
民
会
館
閉
館
‐
42
年
の
歴
史
に
幕
（
31
日
・
写
真
③
）

４
月

・「
里
山
の
家 

木
島
平
」
開
設
（
１
日
）

・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
・
デ
ィ
ー
キ
ル
シ
ュ
中
等
学
校
来
村　

　
（
19
～
24
日
・
写
真
④
）

・
か
に
沢
団
地 

木
島
平
型
モ
デ
ル
住
宅
内
覧
会
（
20
日
）

５
月

・
幻
の
滝
「
樽
滝
」
落
水
（
８
日
・
写
真
⑤
）

・
早
稲
田
大
学
教
務
部
と
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
締
結

　
（
29
日
・
写
真
⑥
）

・
耕
作
放
棄
地
へ
サ
フ
ォ
ー
ク
放
牧
（
30
日
）

６
月

・
ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
10
周
年
記
念
誌
発
行

・
第
５
回
木
島
平
小
学
校
運
動
会
（
14
日
）

・
豊
作
祈
願 

お
田
植
え
ま
つ
り
開
催
（
15
日
・
写
真
⑦
）

・
村
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
22
日
）

・
内
山
区
で
雪
中
貯
蔵
酒
室
出
し
（
28
日
）

７
月

・
ふ
う
太
河
童
の
川
普
請
（
６
日
）

・
木
島
平
小
学
校
６
年
生
池
の
平
で
木
育
授
業（
25
日
・
写
真
⑧
）

・
東
京
農
業
大
学
と
地
域
活
性
化
・
教
育
研
究
充
実
の
た
め

　

の
協
定
締
結
（
28
日
）

８
月

・
農
の
拠
点
施
設 

竣
工
式
（
６
日
・
写
真
⑨
）

・
村
民
夏
祭
り
（
９
日
）

・
新
藤
義
孝
総
務
大
臣 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用 

  

し
た
本
村
の
取
り
組
み
を
激
励
に
来
村
（
24
日
）

９
月

・
高
社
山
一
周
駅
伝
大
会 

木
島
平
村
が
５
年
ぶ
り
の
優
勝　

　
（
15
日
）

・
た
め
し
て
実
践
！
健
康
セ
ミ
ナ
ー
５
周
年
記
念
講
演
開
催

　
講
師
に
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
樫
木
裕
実
さ
ん（
21
日
・
写
真
⑩
）

・
３
市
村
主
催
の
「
第
２
回
北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

  

開
催
（
28
日
・
写
真
⑪
）

10
月

・
村
民
運
動
会
（
12
日
・
写
真
⑫
）

・
飯
山
警
察
署
と
暴
力
団
排
除
措
置
等
を
講
ず
る
た
め
の
連

　

携
に
関
す
る
協
定
締
結
（
14
日
）

・
秋
の
「
樽
滝
」
落
水 

合
わ
せ
て
秋
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

  

（
18
日
～
19
日
・
写
真
⑬
）

・
第
３
回
全
国
村
長
サ
ミ
ッ
ト
in
熊
本
県
相
良
村
（
25
日
～

　

26
日
）

・
農
の
拠
点
施
設
新
名
称
を
公
募
「
Ｆフ

ァ

ー

ム

ス

Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
木き

じ
ま
だ
い
ら

島
平
」

　

に
決
定

11
月

・
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
と
協
定
締
結
（
13
日
）

・
全
国
小
水
力
発
電
サ
ミ
ッ
ト
開
催
（
22
日
・
写
真
⑭
）

・
第
16
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際
大
会
で

  

４
部
門
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
、
７
年
連
続
の
上
位
入
賞
と
４

　

年
連
続
の
金
賞
受
賞
、
木
島
平
小
学
校
は
５
年
連
続

　

の
入
賞
（
23
日
～
24
日
）

・
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
木
島
平
オ
ー
プ
ン
前
イ
ベ
ン
ト
「
木
島
平

　

村
ア
イ
デ
ィ
ア
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト
」
開
催
（
24
日
）

12
月

・
木
島
平
ス
キ
ー
場
安
全
祈
願
祭
（
15
日
）

木島平村の今年の出来事

２０１４年をふり返る

①

②

④

③⑥
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議会だより
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11
月
13
日
、
東
京
大
学
に
お
い
て
、

木
島
平
村
と
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学

研
究
科
と
の
教
育
・
研
究
交
流
連
携
事

業
に
関
す
る
協
定
の
調
印
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

村
で
は
、
平
成
22
年
度
の
小
学
校
統

合
以
来
、
５
年
間
に
わ
た
っ
て
21
世
紀

型
教
育
の
学
校
改
革
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。改
革
の
重
要
な
柱
と
し
て「
協

同
的
な
学
び
」
の
授
業
ス
タ
イ
ル
と
小

中
一
貫
教
育
を
導
入
、
同
大
学
院
で
教

授
を
努
め
る
小こ

く
に
よ
し
ひ
ろ

国
喜
弘
さ
ん
ら
を
講
師

と
し
て
迎
え
、
小
中
学
校
の
教
師
の
研

修
と
授
業
研
究
を
実
施
し
児
童
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
学
び
を
保
障
す
る
学
校
づ

く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

平
成
23
、
24
年
度
に
は
大
学
院
生
の

研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
木
島
平
村
の

教
育
の
あ
り
方

に
つ
い
て
研
究

を
進
め
て
い
た

だ
き
、
報
告
書
と

し
て
大
学
院
で

研
究
発
表
を
し

て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

平
成
25
年
度
か
ら
は
同
大
学
院
准
教

授
の
浅あ

さ
い
さ
ち
こ

井
幸
子
さ
ん
ら
を
講
師
に
幼
児

教
育
や
保
育
の
改
革
・
充
実
の
た
め
の

保
育
士
研
修
、
保
小
連
携
の
た
め
の
授

業
研
究
な
ど
を

行
い
、
子
ど
も
の

発
達
過
程
や
心

身
の
状
態
に
応

じ
た
環
境
づ
く

り
に
も
努
め
て

き
ま
し
た
。

今
後
は
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
へ

の
参
加
や
学
生
の
教
育
実
習
の
受
け
入

れ
も
計
画
し
て
お
り
、
村
と
同
大
学
院

教
育
学
研
究
科
と
は
教
育
現
場
を
通
じ

て
、
よ
り
一
層
密
接
に
連
携
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

今
回
の
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
で
連

携
に
よ
る
活
動
と
教
育
交
流
の
発
展
に

つ
な
が
り
、
村
の
教
育
が
よ
り
一
層
充

実
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

調
印
式
で
芳

川
村
長
は
、「
平

成
22
年
に
小
学
校
を
統
合
し
、
学
び
の

共
同
体
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
、

小
中
一
貫
の
三
本
柱
を
中
心
に
、
質
の

高
い
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
教
育

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
れ
に
は
、
小

国
先
生
や
東
大
の
皆
様
の
ご
支
援
を

頂
き
、
そ
の
成
果
が
表
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
農
村
の
恵
ま
れ
た
教
育
環
境
で
、

東
大
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
村
の
教
育

を
作
っ
て
い
け
た
ら
い
い
。
さ
ら
な
る

ご
支
援
を
」
と
話
し
た
。

南は

え

ば

ら

風
原
学
部
長
も
木
島
平
村
は
積

極
的
に
教
育
分
野
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、
敬
意
を
表
す
る
。
そ
う
い
っ

た
村
と
の
協
定
で
、
双
方
に
と
っ
て

よ
り
発
展
的
な
試
み
が
色
々
で
き
る

よ
う
願
っ
て

い
る
」
と
述

べ
、
協
定
の

実
が
結
び
、

両
者
の
関
係

が
さ
ら
に
深

化
す
る
よ
う

期
待
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

4

【
教
育
委
員
会　

内
線
２
０
３
】

東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

協
定
を
結
び
ま
し
た

今
回
結
ん
だ
協
定
は
、
村
が
教
育
・
研
究
交
流
に
よ
る
地
域

活
性
化
、
同
大
学
院
教
育
学
研
究
科
は
教
育
・
研
究
事
業
の
充

実
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

対
話
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「
不
妊
治
療
費
の
助
成
制
度
」

　
　

 

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
健
康
福
祉
室　

内
線
１
２
4
】

村
で
は
、
不
妊
治
療
を
行
っ
て
い

る
人
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、治
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
助
成
の
対
象

・
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

・
木
島
平
村
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住

　

所
を
有
す
る
こ
と

・
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と

・
村
税
等
の
滞
納
が
な
い
（
同
一
世
帯

   

員
含
む
）

◇
助
成
額

不
妊
治
療
に
要
す
る
医
療
保
険
適        

用
外
医
療
費
の
２
分
の
１
以
内
の
額
。

た
だ
し
、
１
年
度
あ
た
り
10
万
円
が
限

度
。
ま
た
、
長
野
県
不
妊
治
療
費
の
助

成
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
助
成

額
を
除
き
ま
す
。

◇
助
成
期
間　
　

通
算
５
年
度
以
内

個
人
情
報
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
申

請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
保
健
師
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

第
16
回 

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際
大
会
成
果
報
告

　

一
昨
年
本
村
で
開
催
し
、
大
成
功
を

収
め
た「
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー

ル
：
国
際
大
会
」
が
、
11
月
23
日
か
ら

24
日
に
青
森
県
田い

な
か
だ
て
む
ら

舎
館
村
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
日
本
全
国
や
海
外
か

ら
過
去
最
多
の
合
計
４
３
６
９
点
の
米

が
出
品
さ
れ
、
自
慢
の
米
の
美
味
し
さ

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

事
前
審
査
（
機
械
審
査
）
の
結
果
、

村
か
ら
は
、
国
際
総
合
部
門
（
最
高
峰

部
門
）
に
４
人
、
都
道
府
県
代
表
部
門

に
１
人
、
若
手
農
業
経
営
者
部
門
に
１

人
が
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
当
日
の
審
査
員
に
よ
る

官
能
審
査
（
食
べ
比
べ
）
の
結
果
、
国

際
総
合
部
門
で
は
１
人
が
金
賞
、
３
人

が
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
、
都
道
府
県
代

表
部
門
で
は
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
、
若

手
農
業
経
営
者
部
門
で
は
、
金
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。（
受
賞
者
一
覧
は
左
上
）

　

ま
た
、
小
学
校
部
門
で
は
木
島
平
小

学
校
が
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
５
年

連
続
の
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
木
島
平
米
は
、
平
成
20

年
以
来
７
年
連
続
の
上
位
入
賞
と
４
年

連
続
の
金
賞
受
賞
を
果
た
し
、
全
国
に

そ
の
存
在
感
を
示
す
と
と
も
に
木
島
平

米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
ま
た
一
歩

前
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
『
木
島
平
米
ブ
ラ
ン
ド
』

の
確
立
に
向
け
て
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲25日に行われた報告会

受
賞
者
（
敬
称
略
）

◇
国
際 

総
合
部
門

金
賞　

　
　
　

竹
内
昭
芳
（
内
山
）

特
別
優
秀
賞

　
　
　

佐
藤
正
市
（
西
小
路
）

　
　
　

吉
川　

昭
（
北
鴨
）

　
　
　

㈱
岳
農　

佐
藤
公
敏（
大
町
）

◇
都
道
府
県
代
表　

お
米
選
手
権

特
別
優
秀
賞

　
　
　

竹
内
芳
次
郎
（
内
山
）

◇
若
手
農
業
経
営
者
部
門

金
賞

　
　
　

山
田
勇
気
（
柳
久
保
）

◇
小
学
校
部
門

特
別
優
秀
賞

　
　
　

木
島
平
小
学
校
５
年
生

▲木島平小学校５年生から芳川村長へ収穫したお米が贈
　られました

４
年
連
続
金
賞
受
賞
・
7
年
連
続
上
位
入
賞
！

金
賞
受
賞
に
向
け
て

　
　
　

６
人
が
ノ
ミ
ネ
ー
ト

全
国
に
木
島
平
米
の
存
在
感

【
交
流
産
業
室　

内
線
１
３
５
】
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国民健康保険にご加入の皆様、
平成27年１月１日から高額療養費が変わります！

　平成 27 年 1 月から、70 歳未満の人の高額療養費の自己負担限度額が下記
のように変更になります。これにより、今までよりも所得区分が細分化され所
得に応じて柔軟な医療費の負担軽減が行われるようになります。
　なお、70 歳以上の被保険者の皆様の自己負担限度額に変更はありません。

なにが変わるの？

入院等あらかじめ医療費が高額になると予想される場合は、役場窓口で限度額認定証等の申請を
しましょう。窓口での支払額が限度額までとなります。

< 限度額認定証等を提示：有り >
医療機関の窓口で自己負担限度額　87,430 円をお支払いください。		
計算方法：自己負担限度額…80,100 円＋ (1,000,000 円－ 267,000 円 )×1％＝ 87,430 円	

ポイント

< 限度額認定証等を提示：無し >
はじめに 300,000 円（3 割）を医療機関の窓口で支払い、
後日、村への高額療養費申請により村から 212,570 円の払い戻しを受けます。		
※この手続きの場合、申請の際に医療機関からの領収書が必要になりますので、
必ず領収書は捨てずにお持ちください。

　現在、限度額認定証等をお持ちの 70 歳未満被保険者の皆様は、有効期限が
平成 26 年 12 月 31 日までとなっていますので、12 月中に更新した新しい限
度額認定証等をお送りします。					   

区分 所得区分 自己負担限度額

Ａ
上　位
所得者

基礎控除後の所得
600 万円越

150,000 円 +（総医療費‐842,000 円）
×１％（多数該当：83,400 円）

Ｂ
一　般
所得者

基礎控除後の所得
600 万円以下

80,100 円 +（総医療費‐267,000 円）
×１％（多数該当：44,400 円）

Ｃ
低

所得者
住民税非課税

35,400 円
（多数該当：24,600 円）

区分 所得区分 自己負担限度額

ア
基礎控除後の
所得 901 万円越

252,600円＋（総医療費‐842,000円）
× 1％（多数該当：140,100 円）

イ
基礎控除後の
所得 600 万円越
～ 901 万円以下

167,400円＋（総医療費‐558,000円）
× 1％（多数該当：93,000 円）

ウ
基礎控除後の
所得 210 万円超
～ 600 万円以下

80,100円＋（総医療費‐267,000円）
× 1％（多数該当：44,400 円）

エ
基礎控除後の所
得 210 万円以下

57,600 円
（多数該当：44,400 円）

オ 住民税非課税
35,400 円

（多数該当：24,600 円）

※多数該当とは、直近 12 ヶ月間に同一世帯で高額療養費の支給が 4 回以上あった場合、4 回目から適用される限度額です。

細分化

細分化

○１カ月の総医療費：100 万円
○窓口自己負担割合：３割
○所得区分：ウの場合

▲例えば
こんな場合

■Ｈ 26 年 12 月 31 日まで ■Ｈ 27 年１月１日から

【生活環境室　内線１２２】

窓口支払額　87,430 円

被保険者

87,430

会計
①

病院

￥
窓口支払額　300,000 円

会計￥300,000

①

役場へ
高額療養費申請

②

￥212,570
申請者へ払い戻し

③

病院被保険者

役場

申請受付
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　農業所得・医療費控除
　　　の申告準備はお早めに

　農業所得のある人は、請求書や領収書など、証拠
書類を記帳した帳簿をもとに収支内訳書を作成し、
申告時に持参してください。
　平成 26 年１月（平成 27 年申告分）から、事業所
得（農業・営業・不動産・山林等）のある人は、申
告をする、しないに係わらず、帳簿への記帳が義務
付けられ、帳簿等（収入金額や必要経費を記載した
帳簿のほか請求書、納品書、領収書など）の保存が
必要となりましたので、ご注意ください。
　また、医療費控除をする場合は、医療を受けた人、
病院、薬局別に領収書を整理し、医療費の明細書を
作り、申告時に持参してください。
　収支内訳書等の作成については、今月号の広報折
込の用紙をご活用いただき、早めの準備をお願いし
ます。

【総務室　内線１１９】

　ご存知ですか
　　「障害者控除対象者認定書」

本人または扶養親族が障がい者に該当する場合に
は、申告の際に障害者手帳や療育手帳等を提示する
ことで、所得税、村県民税の「障害者控除」として、
定められた金額が所得から控除される制度がありま
す。また、障害者手帳や療育手帳がない人でも、「介
護保険制度による介護度が１及び２の人」は普通障
がい者に、「介護度が３～５の人」は特別障がい者
に準ずるものとして、「障害者控除対象者認定書」
を申告の際に添付することで、障害者控除が適用さ
れます。この認定を受けるためには申請が必要です。
詳しくは、健康福祉室へお問い合わせください。
※ 65 歳以上の方で介護保険料を未納の方は、早めに納入　
　をお願いします。
※介護保険料を滞納しますと、サービス利用時に全額自　
　己負担になる場合があります。

　　　　　　税に関するお知らせ　　　期限内納税をお願いします

【健康福祉室　内線１２５】
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○
職
種
、
募
集
資
格
、
募
集
人
員
等

・
保
育
士
（
保
育
士
資
格
必
要
）

・
看
護
師
（
看
護
師
又
は
准
看
護
師
資
格
必
要
）

・
管
理
栄
養
士
（
管
理
栄
養
士
資
格
必
要
）

・
学
芸
員
‐
考
古
・
歴
史
分
野
（
学
芸
員
資
格
必
要
）

・
一
般
事
務
（
図
書
館
司
書
を
含
む
）

・
外
部
作
業
員

○
採
用
人
数

　
各
職
種
と
も
若
干
名

○
住
所
要
件
　
　

　
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、
木
島
平
村
に
住
民

　

登
録
が
あ
る
人
、
ま
た
は
父
母
等
が
木
島
平
村

　

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
。

　

※
学
芸
員
は
別
に
要
件
あ
り

○
受
付
期
間
及
び
提
出
先
　

　
平
成
27
年
１
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
役
場
総
務

　

課
総
務
室
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
の
場
合
も
、
平
成
27
年
１
月
16
日
（
金
）

　

必
着
で
す
。

○
申
込
書

　
募
集
要
領
及
び
申
込
書
は
、
役
場
窓
口
又
は
村

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

【
総
務
室　

内
線
１
１
５
】

平成２７年度採用 村嘱託職員・臨時職員を募集をします
来年４月１日から役場で働いていただく、嘱託職
員及び臨時職員を募集します。

申込期限
平成 27 年１月 16 日（金）
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油
漏
れ
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

冬
に
入
り
、
暖
房
器
具
を
使
う
機
会
が
増
え
る
と
、
油
漏
れ
事
故
が
起
き
る

可
能
性
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
多
く
の
事
故
は
防
油
堤
の
設
置
や
タ
ン
ク
、
配

管
の
点
検
な
ど
で
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

油
漏
れ
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

特
に
次
の
事
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
タ
ン
ク
か
ら
の
給
油
中
は
、
絶
対
に

そ
の
場
を
離
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
給
油
が
終
わ
っ
た
ら
バ
ル
ブ
が
閉

め
て
あ
る
か
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
配
管
部
分
に
さ
び

や
ひ
び
割
れ
が
無
い
か
、
急
に
量
が

減
っ
て
い
な
い
か
を
確
認
し
、
老
朽
化

し
て
い
る
場
合
は
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

③
屋
根
雪
が
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
配
管
に

落
下
し
て
、
バ
ル
ブ
が
緩
ん
だ
り
、
管

が
損
傷
し
て
油
が
漏
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
屋
根
雪
が
直
接
当
た
り
そ
う
な
場

合
は
、
囲
い
を
す
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

２
０
０
㍑
以
上
の
タ
ン
ク
に
は

防
油
堤
の
設
置
義
務
が
あ
り
ま
す

灯
油
用
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
大
き
さ
が

２
０
０
㍑
以
上
の
場
合
、
そ
の
全
て
の

タ
ン
ク
に
、
防
油
堤
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

万
一
、
油
漏
れ
事
故
を
起
こ
し
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
回
収
等
の
費
用
は
原

因
者
の
負
担
と
な
り
、
下
流
ま
で
被
害

が
拡
大
し
た
場
合
に
は
、
更
に
多
額
の

費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

油
漏
れ
事
故
を
起
こ
し
た
ら

油
漏
れ
事
故
は
、
初
期
段
階
で
の
対

応
が
重
要
で
す
。
油
漏
れ
事
故
を
起
こ

し
た
り
、流
出
等
を
発
見
し
た
場
合
は
、

直
ち
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
生
活
環
境
室　

内
線
１
２
３
】

【
岳
北
消
防
本
部 

電
話
（
62
）
０
１
１
９
】

防油堤が未設置の場合は、
至急設置をお願いします

平
成
26
年
度
秋
の
河
川
水
質
検
査
結
果

　

村
で
は
、
河
川
の
水
質
管
理
と
生
態
系
へ
の
影
響
の
調
査
を
目
的
に
、
定
期

的
に
河
川
の
水
質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
河
川
の
類
型
は
、
環
境
省
の
生
活

環
境
の
保
全
に
関
す
る
環
境
基
準
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
河
川
が
ど
の
よ

う
な
用
途
に
向
い
て
い
る
か
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
河
川
に
対
す
る
意
識
を
持
ち
、
水
質
の
維
持
、
向
上
に
努
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■村河川水質検査の結果【表１】
採水場所 樽川 樽川 樽川 馬曲川 馬曲川 大川 大川 農業用水

試験項目 糠千 小見橋 新橋 上流 下流 上流 下流 基準
pH － 7.0   6.6 6.9 6.8 7.2 6.7 6.8 6.5 ～ 8.5
SS mg/l 1 未満 2 2 1 1 未満 2 3 100mg/l 以下
BOD mg/l 0.6 2.2 0.9 0.6 0.5 2.6 0.7 8mg/l
大腸菌群数 74 1,100,000 7,500 430 230 4,600,000 24,000 －
全窒素 mg/l 0.57 2.2 3.2 1.8 0.29 1.8 1.0
全りん mg/l 0.003未満 0.025 0.043 0.003未満 0.003未満 0.026 0.012
DO mg/l 11 10 10 10 10 10 10 2mg/l
Cl － mg/l 3 23 15 4 4 76 23

河川類型比較 A Ｃ Ｃ Ａ A C C
※環境省 ｢ 生活環境の保全に関する環境基準 ｣ による農業用水基準

（表右端、類型Ｄ区分）と比較しても、各地域とも基準内に収まっています。

■河川類型の特徴【表２】
類型 特　　　　徴
Ａ ヤマメやイワナなどの生息に適している。水浴びも可能な河川
Ｂ アユなどの生息に適した河川
Ｃ コイやフナなどの生息に適した河川
Ｄ 農業用水などの用途に用いられる

【
生
活
環
境
室　

内
線
１
２
３
】

村内各地での採水結果について、環境省 ｢ 生活環境の保全に関する環境
基準 ｣ による農業用水基準（表右端、類型Ｄ区分）よりも、総じてきれ
いな水であると言えます。

結果
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※
主
な
内
容
の
１
～
６
は
先
月
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

７
）
事
前
協
議

　

次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か
１
つ
に
該

当
す
る
地
下
水
採
取
の
た
め
の
井
戸
掘

削
を
計
画
し
て
い
る
場
合
に
は
、
村
と

あ
ら
か
じ
め
協
議
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

村
と
の
協
議
が
終
了
し
た
と
こ
ろ
で

許
可
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
揚
水
機
の
吐
出
口
の
断
面
積
（
吐
出

　

口
が
２
つ
以
上
あ
る
場
合
は
そ
の
合

　

計
）
が
20
㎠
を
超
え
る
と
き

②
井
戸
の
深
さ
が
30
㍍
以
深
の
と
き

③
地
下
水
の
採
取
量
が
１
日
１
０
０
㎥

　

を
超
え
る
と
き

④
設
置
し
よ
う
と
す
る
井
戸
の
場
所
が

　

規
制
区
域
内
（
水
道
水
源
か
ら
半
径

　

５
０
０
㍍
以
内
）
の
と
き

８
）
許
可
申
請

　

前
記
の
事
前
協
議
を
終
了
し
た
後
、

工
事
を
着
手
し
よ
う
と
す
る
90
日
前
ま

で
に
村
へ
許
可
申
請
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

９
）
許
可
要
件

　

地
下
水
の
採
取
に
関
す
る
許
可
要
件

は
①
～
④
の
と
お
り
で
す
。

①
地
下
水
の
有
効
的
な
利
用
に
支
障
が

　

な
い
こ
と

②
既
存
の
水
道
水
源
又
は
井
戸
に
影
響

　

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
こ
と

③
採
取
す
る
地
下
水
の
用
途
が
必
要
か

　

つ
適
当
で
あ
る
こ
と

④
他
の
水
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
困

　

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

　

な
お
、
地
下
水
の
採
取
予
定
箇
所
が

他
の
市
町
村
と
の
境
界
付
近
の
場
合
に

は
、
関
係
自
治
体
と
の
協
議
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

10
）
影
響
調
査

　

８
）
の
許
可
申
請
を
行
っ
て
い
た
だ

く
場
合
に
は
、
事
前
に
他
の
地
下
水
の

水
位
に
及
ぼ
す
影
響
を
調
査
し
て
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

11
）
許
可
又
は
不
許
可
の
決
定

　

申
請
者
か
ら
許
可
申
請
の
提
出
が
あ

っ
た
と
き
は
、
90
日
以
内
に
許
可
又
は

不
許
可
を
決
定
し
通
知
し
ま
す
。

　

許
可
・
不
許
可
の
決
定
は
、
有
識
者

で
構
成
さ
れ
る
「
木
島
平
村
地
下
水
保

全
審
議
会
」
に
意
見
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

審
議
会
に
つ
い
て
は
、
次
号
以
降
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

12
）
完
成
の
届
出

　

申
請
の
許
可
を
受
け
工
事
を
実
施
し

た
場
合
に
は
、
井
戸
が
完
成
し
た
日
か

ら
15
日
以
内
に
完
成
届
出
書
を
村
に
提

出
い
た
だ
き
、
検
査
を
受
け
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

13
）
地
下
水
採
取
の
届
出

　

７
）
事
前
協
議
で
お
知
ら
せ
し
た
要

件
に
該
当
し
な
い
井
戸
の
掘
削
の
場
合

に
は
、
村
へ
の
地
下
水
採
取
届
出
書
の

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
次
号
で
は
、
既
に
井
戸
を
お
持
ち
の

皆
様
の
届
出
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
資
源
を
将
来
へ

木
島
平
村
地
下
水
保
全
条
例
②

平
成
27
年
４
月
１
日
施
行

　

か
け
が
え
の
な
い
水
資
源
で
あ
る
地
下
水
を
保
全
し
将
来
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
、
村
で
は
「
木
島
平
村
地
下
水
保
全
条
例
」
を
制
定
し
、

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
先
月
号
で
は
、
条
例
の
主
な
内
容
と
し
て
、

条
例
の
目
的
、
定
義
、
村
・
村
民
及
び
地
下
水
採
取
者
の
責
務
な
ど
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、井
戸
を
掘
削
す
る
場
合
の
手
続
き
の
流
れ
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

9

条
例
の
主
な
内
容

【
農
村
整
備
室　

内
線
１
４
０
】

木島平村内山地区にある龍興寺
清水は、カヤの平のブナの森が
歳月をかけて生み出した湧き水
で、環境省の選定する「平成の
名水百選」に選ばれました。地
元では明神様より授かった霊泉
との伝説に基づき、地元住民を
中心に大切に守り続けています。



10

「文化財ガイドブック」販売中

　ふるさと資料館では、現在開催中の特別展「義
民 長坂織部」に関連したガイドブックを販売して
います。 
　江戸時代に起こった上木島村と夜間瀬村の木島山・
樽川水源の所有をめぐる論争をとおして、長坂織部
の功績について紹介しています。 

 
◇価格　２００円
◇販売場所
　ふるさと資料館又は
　教育委員会事務局生
　涯学習室でお求めい
　ただけます。

　

村
の
取
り
組
み
を
寄
附
と
い
う
形

で
応
援
し
て
頂
く
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り

寄
付
金
制
度
」
で
す
が
、
現
在
ま
で
に

多
く
の
皆
様
か
ら
寄
附
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。

　

お
預
か
り
し
た
寄
附
金
は
今
後
の

村
づ
く
り
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
こ
の
制
度
に
つ

い
て
、
ご
親
戚
等
に
ご
紹
介
い
た
だ
く

と
と
も
に
同
窓
会
等
の
際
に
話
題
に

上
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
必
要
な
場
合
は

用
意
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の

　
　
　
　

寄
附
状
況
に
つ
い
て

【
政
策
情
報
室　

内
線
１
１
１
】

年度 寄附件数 寄附額

平 成 20 年 度 10 件 １３７万円
平 成 21 年 度 13 件 １７８万円
平 成 22 年 度 ４件 １１万円
平 成 23 年 度 ２件 ８万円
平 成 24 年 度 ２件 １５万円
平 成 25 年 度 ８件 １２２万円
平 成 26 年 度 1,076 件 ２，５７７万円

Ｈ 26 年 11 月末現在受付状況

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
半
月
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
、
年
末
期
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
火
災
や
事
件
・
事

故
の
発
生
が
増
加
し
ま
す
。

　

消
防
団
で
は
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
防

火
・
防
犯
意
識
の
高
揚
を
目
的
に
、
村

内
全
域
で
歳
末
夜
警
を
実
施
し
ま
す
。

　

消
防
車
両
が
赤
色
回
転
灯
を
点
灯
し
、

警
鐘
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、
地
区
内
の
見

回
り
を
行
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、よ
り
一
層
の
火
災
予
防
、

犯
罪
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
歳
末
夜
警
実
施
期
間

　

12
月
25
日
（
木
）
～
12
月
30
日
（
火
）

◎
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
、

平
成
21
年
６
月
に
義
務
化
と
な
り
ま

し
た
。
火
災
を
察
知
し
、
皆
さ
ん
の

生
命
と
財
産
を
守
る
大
切
な
器
具
で

す
。
寝
室
や
階
段
な
ど
に
設
置
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
既
に
設
置
さ
れ
て
い
て
も
、

月
に
１
度
は
点
検
を
行
い
、
動
作
確
認

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
総
務
室　

内
線
１
１
６
】

歳
末
防
火
防
犯
警
戒
実
施

各地区で歳末夜警
が行われます。
火災予防にご協力を

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由

等
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

全
額
又
は
一
部
が
免
除
さ
れ
る
「
申

請
免
除
制
度
」
や
障
害
基
礎
年
金
を

受
け
て
い
る
人
な
ど
が
該
当
す
る
「
法

定
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
若
年
層
（
20
歳
代
）
の
人

を
対
象
と
し
て
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

や
学
生
を
対
象
と
し
た
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
保
険
料
免
除
や
納
付
猶

予
な
ど
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
受

給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

受
け
取
る
年
金
額
は
保
険
料
を
全
額

納
付
し
た
場
合
よ
り
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
（
追
納
）
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
将
来
、

受
け
取
る
年
金
額
を
増
額
す
る
た
め

に
も
、
追
納
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

◆
追
納
の
お
申
し
込
み
先

　

長
野
北
年
金
事
務
所

☎
０
２
６
（
２
４
４
）
４
１
０
０

国
民
年
金
制
度
の
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す

【
生
活
環
境
室　

内
線
１
２
２
】

【生涯学習室　（82）2350】
【農村交流館　（82）2041】



　いよいよ冬本番！今シーズンも木島平スキー場は小学６年生までリ
フト無料です。また、「こどもひろば」もさらに充実。この冬は家族
みんなでウィンタースポーツを楽しんでみてはいかがでしょうか。

北信州木島平スキー場

　　　　オススメ情報　②　スキー場イベント情報

　 

　　　　オススメ情報　①　村民リフト１日券発行

問い合わせ
木島平スキー場　
電話（82）3434
URL：http://kijimadaira.info/

１２月２０日（土）オープン

2014. 12

11

　　毎週日曜日開催子ども宝さがし大会
　　１月 １   日（木・祝）明けましておめでとう！お菓子撒き
　　１月 10 日（土）元オリンピック選手　富井剛志さんポールレッスン
　　１月 11 日（日）ＡＢＮカップＩＣＩ石井スポーツ親子ポール大会第１戦
　　１月 12 日（月・祝）スーパースポーツゼビオ杯　親子そり大会
　　１月 24 日（土）はたらく雪上車（記念撮影会）
　　２月 １   日（日）スキー場感謝祭
　　２月 11 日（水・祝）雪上スノーフラッグス大会
　　２月 21 日（土）ナイタータイムチャレンジ
　　２月 21 日（土）、28 日（土）夜のゲレンデを遊覧、雪上遊覧車
　　２月 26 日（木）～３月１日（日）第 34 回長野県知事杯争奪木島平・石井スポーツカップスキー大会
　　３月 ７   日（土）元オリンピック選手　富井剛志さんポールレッスン
　　３月 ８   日（日）ＡＢＮカップＩＣＩ石井スポーツ親子ポール大会
　　３月 20 日（金）～ 22 日（日）第４回木島平スキー選手権大会
　　３月 21 日（土・祝）ゲレンデを疾走！弾丸そりレース
　　３月 21 日（祝）～ 30 日（月）春休みサービス（リフト１日券が大人１，５００円、シニア１，０００円）
　　３月 31 日（火）スキー場営業最終日（リフト無料）

　・村民リフト１日券価格
　　大 人 通 常３，６００円　⇒　大 人 村 民１，９００円
　　シニア通常２，６００円　⇒　シニア村民１，４００円
　・さらにお得！「木島平村民の日」１月３日（土）～ 12 日（月・祝）
　「木島平村民の日」リフト１日券価格　大人１，８００円・シニア１，３００円
　（料金はいずれも税込価格、大人は 49 歳まで、シニアは 50 歳以上）
　※購入方法が変わります。スキー場利用当日、スキー場内券売所で購入者本人の住所が分かる証明書（運
　転免許証、　健康保険証等）を提示して購入してください。（本人のみ有効、他の割引との併用はできません）
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１
１
８
番
は
、
海
上
保
安
庁
の
緊

急
通
報
用
電
話
番
号
で
す
。

　

海
上
に
お
け
る
事
件
・
事
故
な
ど
次

の
よ
う
な
場
合
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
海
難
や
人
身
事
故
に
遭
遇
し
た
、　

　

ま
た
は
目
撃
し
た
。

◇
油
の
排
出
等
を
発
見
し
た
。

◇
見
慣
れ
な
い
船
、
不
審
な
船
を
発

　

見
し
た
。

◇
密
航･

密
輸
事
犯
等
の
情
報
を
得
た
。

※
「
い
つ
」、「
ど
こ
で
」、「
な
に
が
あ
っ

た
」
な
ど
を
簡
潔
に
落
ち
着
い
て
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ

第
九
管
区
海
上
保
安
本
部
総
務
課

広
報
・
地
域
連
携
室

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
０
１
１
８

【U
RL

】http://w
w

w
.kaiho.m

lit.
go.jp/09kanku/

１
月
18
日
は『
１
１
８
番
の
日
』

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

　
　
　
　
　
　
　

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
平
成
27
年
２
月
１
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に
“
農
林
業
の
国
勢
調
査
”
と
い

わ
れ
る
「
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業
の
政
策
に
役
立
て
る
た
め
に
５
年
ご
と
に
実

施
さ
れ
る
極
め
て
大
切
な
調
査
で
す
。

　

平
成
26
年
12
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を
営
ん
で
い
る
皆
様
の
と
こ
ろ
に
各
区
の

統
計
調
査
員
が
訪
問
し
て
、
調
査
票
に
農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

12

12
月
の
給
食
用
食
材
の

放
射
性
物
質
検
査
の
測
定

値
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
室　

内
線
２
０
３
】

測定施設 測定日 測定試料 産地
試料
重量
(g）

Cs-134
+Cs-137
(Bq/kg)

Cs-137
(Bq/kg)

Cs-134
(Bq/kg)

保育園 11/ ７ チンゲン菜 茨城県 598 不検出
（＜ 22.0）

不検出
（＜ 10.1）

不検出
（＜ 11.9）

給食センター 12/ ５ 玉ねぎ 北海道 632 不検出
（＜ 21.6）

不検出
（＜９.8）

不検出
（＜ 11.8）

給食センター 12/ ５ きゅうり 群馬県 633 不検出
（＜ 21.6）

不検出
（＜９.8）

不検出
（＜ 11.8）

※「不検出」とは上記「判定条件」未満のことです。

放
射
性
物
質
検
査
測
定
値

給
食
用
食
材

©JCGF

海上保安庁イメージキャラク
ター　うみまる・うーみん

【
政
策
情
報
室　

内
線
１
３
５
】

■
各
区
の
統
計
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
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アイディア弁当コンテスト開催

　農の拠点施設“F
フ ァ ー ム ス き じ ま だ い ら

ARMUS 木島平”オープン前イベ
ント「木島平村アイディア弁当コンテスト」が開催さ
れました。村内の高校生、主婦、飲食店店主をはじめ
とする 13 チーム（個人）から合計 14 点の出品をいた
だきました。
　当日は参加者・見学者へも試食品があり、参加チー
ムの弁当が楽しめ、工夫をこらした料理に驚きの声が
上がっていました。

みなさんのまわりにある身近な情報をお
寄せください。　政策情報室／内線 112

ふるさと納税 取材を受けました

村のふるさと納税特典制度の一つ「１日村長体験」
がユニークな取り組みであるとテレビ朝日の取材を受
けました。

１日村長体験就任式や小学校６年生との交流、米・
食味分析鑑定コンクール：国際大会成果報告会などを
取材いただきました。この模様は 12 月 31 日（水）15
時 25 分から 17 時 25 分に長野朝日放送の「全国おもし
ろニュースグランプリ 2014」で放送予定です。

第５回全国小水力発電サミット開催 - 馬曲発電所見学

　11 月 20 日から 22 日の３日間にわたり開催されました。
　20 日、21 日は長野市ホクト文化ホールなどで基調講
演、パネルディスカッション等が行われ、22 日は現地
視察として馬曲地区小水力発電施設を見学しました。
見学中は約 40 人の参加者から次々と質問が挙がり馬曲
地区小水力発電施設に興味をもたれていました。
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健康福祉室
内線１２４

　

私
た
ち
の
体
は

　
　
　

食
べ
て
い
る
も
の
で
で
き
て
い
る

シ
リ
ー
ズ

　

 

～　

食
塩
の
話 

② 

～

管理栄養士
清水 郁恵

魅力ある北信州の玄関口

新幹線飯山駅情報

第 27 回

新
飯
山
駅
を
ご
利
用
の
際
の

　
　

斑
尾
口
広
場
立
体
駐
車
場

立体駐車場完成予定図

建設の進む立体駐車場
  （10 月 24 日撮影）

11
月
９
日
に
在
来
線
が
開
業
し
た

新
飯
山
駅
で
す
が
、
斑
尾
口
広
場
に

建
設
さ
れ
て
い
る
立
体
駐
車
場
も

徐
々
に
形
が
見
え
は
じ
め
ま
し
た
。

9.0 ㌘ / 日
　未　満

7.5 ㌘ / 日
　未　満

6.0 ㌘ / 日
　未　満

■１日の食塩の目標量はどのくらいでしょう

男性 女性 高血圧の人

11.4 ㌘ / 日 9.6 ㌘ / 日 これだけの食塩を
　　　無意識にとっています！

■食べる時に気を付けること

＊自分で調味料を追加しない。 ＊汁物は一日一回に。
＊具だくさんのものを選ぶ。

＊毎食、漬け物や佃煮を食卓に
　出さない。

＊ラーメンなどの汁を残す。

たかが血圧 ・ ・ ・ と思って放っておかない！
５年後、 10 年後を想像してみましょう

全部飲めば、
約５㌘の塩分！ 毎食

野菜や果物に多く含まれるカリウムが
ナトリウムを体の外へ排出してくれます

実際は！？
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【
飯
山
市 

新
幹
線
駅
周
辺
整
備
課
】

駐車場料金表

歌
手

歌
で
被
災
し
た
人
や
悩
み
の
あ

る
人
の
手
助
け
に
な
り
た
い
。
自

分
で
歌
を
つ
く
る
ほ
ど
歌
が
大
好

き
だ
か
ら

農
家

良
い
お
米
が
出
来
た
時
は
す
ご
く

嬉
し
い
。
お
米
や
野
菜
を
買
っ
て
食

べ
る
人
に
美

味
し
い
と
言

わ
れ
た
い
。

絵
の
仕
事

絵
を
描
く
こ
と
が
大
好
き
。
自
分
の

絵
が
人
を
幸
せ
に
し
た
り
喜
ば
せ
た
り

す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う

な
画
家
に
な

り
た
い
。

林は
や
し
　

柚ゆ
ず
き希

　
（
中
村
）

お
父
さ
ん
が
電
気
屋
を
や
っ
て

い
る
か
ら
。
電
気
屋
に
な
っ
た
ら

色
々
な
人
の
役
に
立

ち
た
い
。

樋ひ
ぐ
ち口　

乃な
い
と斗

（
南
鴨
）

電
気
屋

木島平小学校
６年２組②

ト
リ
マ
ー

動
物
が
大
好
き
で
す
。
動
物
た
ち
を

綺
麗
に
す
る
こ
と
で
自
分
や
動
物
た
ち

も
嬉
し
い

と
思
う
か

ら
で
す
。

武た
け
だ田　

菜な

お緒

（
西
小
路
）

人
を
幸
せ
に
す
る
仕
事

お
父
さ
ん
が
介
護
施
設
関
係
の

仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
自
分
も

そ
う
い
っ
た
仕

事
を
し
た
い
。

土つ
ち
や屋　

秀ひ
で
と斗

（
庚
）

美
容
師

お
客
さ
ん
に
似
合
う
髪
型
を
提

供
し
て
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
。

長は
せ
が
わ

谷
川　

水み

な

も
凪
萌

（
中
村
）

中な
か
や
ま山　

ひ
な
た

（
中
村
）

丸ま
る
や
ま山　

永と

わ遠

（
小
見
）

No.178

使用区分 平面駐車場 立体駐車場
 1 時間以内  無料  無料
 1 時間～ 4 時間  100 円  200 円
 4 時間～ 8 時間  200 円  400 円
 8 時間～ 12 時間  300 円  600 円
 12 時間～ 24 時間  400 円  800 円
 24 時間～ 48 時間  600 円  1,000 円

 48 時間を超える
 600 円に 24 時間
までごとに 600 円
を加算した額

 1,000 円に 24 時間
までごとに 1,000
円を加算した額

 定期利用  年 60,000 円  年 120,000 円

斑尾口平面図
斑尾口広場

耐雪式シェルター

斑尾口昇降施設

駅

立体駐車場（約 400 台）

平面駐車場（約 180 台）



16

　

金
井
さ
ん
の
講
演
に
は
、
糠
千
も
の

ず
き
会
員
７
人
を
含
め
、
講
座
参
加
者

な
ど
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
郷
の

家
の
囲
炉
裏
で
は
、
金
井
さ
ん
が
持
参

し
た
「
白
炭
」
を
燃
や
し
暖
を
取
り
な

が
ら
、
炭
を
使
っ
た
６
次

産
業
化
の
成
功
事
例
を
聞

き
ま
し
た
。

　

高
度
成
長
期
に
荒
れ
た

地
元
の
山
を
再
生
し
よ
う

と
、
県
の
元
気
づ
く
り
支

援
金
を
活
用
。
金
型
工
場

経
営
か
ら
転
身
し
、
炭
窯

を
築
造
し
ま
し
た
。

　
「
木
子
里
」
で
は
、
来
客

が
持
参
し
た
地
元
食
材
や

地
域
の
農
産
物
な
ど
を
囲

炉
裏
で
炭
焼
き
し
、
地
産

地
消
で
経
済
効
果
を
挙
げ
、

５
年
間
で
３
０
０
０
人
が

訪
れ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に

な
り
ま
し
た
。
建
物
も
古

民
家
の
古
材
を
約
４
軒
分
使
い
、
山
里
の

風
景
に
マ
ッ
チ
し
た
懐
か
し
い
景
観
を
心

掛
け
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
女
性
５
人
ほ

ど
。
イ
ノ
シ
シ
肉
や
特
産
の
天
然
キ
ノ
コ

な
ど
、
食
材
へ
の
こ
だ
わ
り
も
来
訪
者
の

人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

炭
焼
き
は
、
様
々
な
職
業
を
持
つ
12

人
が
助
け
合
い
、
12
月
か
ら
５
月
ま
で
、

１
窯
で
年
間
30
回
ほ
ど
焼
い
て
い
ま
す
。

現
在
４
窯
あ
り
ま
す
が
、
煙
害
な
ど
で

２
窯
は
休
止
中
。
炭
は
営
業
用
と
花
火

用
、
土
産
用
に
は
チ
ガ
ヤ
で
作
っ
た
炭

俵
（
炭
１
㌔
入
り
）
の
販
売
も
行
っ
て

い
ま
す
。
炭
の
単
体
販
売
か
ら
、
店
使

用
で
付
加
価
値
を
つ
け
、
６
次
産
業
化

で
経
済
効
果
を
挙
げ
、
地
域
の
雇
用
創

出
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

実
践
講
座
は
、
糠
千
も
の
ず
き
会
の
協

力
で
、
集
落
北
東
部
へ
十
数
年
前
に
築
造

し
た
炭
窯
で
行
い
ま
し
た
。
原
木
割
り
か

ら
窯
入
れ
、
窯
出
し
、
袋
詰
め
ま
で
、
実

際
に
糠
千
地
区
で
行
わ
れ
て
い
た
通
り
の

手
順
で
行
い
ま
し
た
。
原
木
は
、
窯
上
部

の
山
か
ら
切
り
出
し
た
根
本
の
直
径
約
40

㌢
の
ナ
ラ
材
。
こ
れ
に
斧
を
入
れ
、
割
れ

目
に
鉄
と
木
製
の
ク
サ
ビ
を
打
ち
込
み
、

長
さ
１
・
２
㍍
、
直
径
10
㌢
ほ
ど
の
炭
材

４
か
ら
５
本
に
割
り
ま
し
た
。

　

炭
窯
へ
は
、「
立
て
マ
タ
ヤ
リ
」
を
使
っ

て
立
て
、材
で
窯
を
満
た
し
た
と
こ
ろ
で
、

焚
口
に
着
火
。
乾
燥
し
た
ス
ギ
葉
な
ど
を

燃
や
し
て
窯
内
に
火
を
入
れ
、
煙
の
色
を

見
な
が
ら
焚
口
を
閉
じ
ま
す
。
下
部
に
は

小
さ
な
空
気
孔
を
残
し
、
焚
口
周
囲
を
粘

性
の
あ
る
「
赤
土
」
を
練
っ
た
も
の
で
塞

ぎ
ま
す
。
こ
こ
か
ら
が
経
験
知
の
見
せ
ど

こ
ろ
で
、
煙
の
色
と
木
酢
様
の
臭
い
、
煙

の
勢
い
な
ど
で
判
断
し
、
先
達
の
指
示
で

窯
止
め
を
し
ま
す
。
窯
開
け
後
は
、
形
状

か
ら
「
サ
サ
ッ
パ
」（
ヤ
ナ
ギ
）
と
呼
ば

れ
る
掻
き
出
し
棒
と
「
角
型
カ
キ
ダ
シ
」

で
、
真
っ
赤
に
な
っ
た
炭
を
小
屋
中
央
へ

引
き
出
し
、「
ゴ
ベ
」
と
呼
ぶ
炭
粉
と
焼

け
土
、
水
を
混
ぜ
た
も
の
を
か
け
て
冷
ま

し
ま
す
。こ
れ
を
竹
ざ
る
に
入
れ
て
篩ふ

る

い
、

一
定
の
大
き
さ
の
炭
を
10
㌔
の
袋
詰
め
に

し
ま
し
た
。

　

講
座
で
約
10
俵
、
１
０
０
㌔
ほ
ど
の

白
炭
が
取
れ
、
塩
島
会
長
は
「
ま
ず
ま

ず
の
成
績
」
と
話
し
、
男
性
受
講
生
は
、

「
炭
焼
き
の
全
て
を
教
わ
っ
た
。
糠
千
も

の
ず
き
会
の
皆
さ
ん
の
連
携
の
良
さ
も

感
じ
た
」
と
充
実
し
た
内
容
を
評
価
し

て
い
ま
し
た
。

炭
焼
き
で
地
域
雇
用
創
出

～
青
木
村
で
「
木き

こ

り

子
里
」
経
営　

金
井
さ
ん
が
事
例
講
演
～

炭
焼
き
実
践
へ

　
糠
千
も
の
ず
き
会
が
協
力
。
農
村
学

　

講
座
で
炭
焼
き
実
践

▲

　
農
村
学
講
座
は
６
日
か
ら
９
日
ま
で
、
郷
の
家
で
の
学
習
会
と

糠
千
区
で
実
践
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
地
元
で
長
く
生
業
と
し
て
き
た
「
炭
焼
き
」
に
焦
点

を
当
て
ま
し
た
。
青
木
村
で
炭
を
使
い
、
里
山
の
食
材
を
囲
炉
裏

で
楽
し
む
飲
食
店
「
木き

こ

り

子
里
」
を
経
営
す
る
金
井
慎
一
さ
ん
が
講

演
。
糠
千
も
の
ず
き
会
は
４
日
か
ら
、
窯
の
予
熱
を
始
め
、
延
べ

約
60
人
の
会
員
参
加
で
、期
間
中
３
窯
の
炭
出
し
を
行
い
ま
し
た
。

炭
焼
き
で
地
域
活
性
化

▲　窯出し体験に挑戦。村へ I ターン  
   石川さん
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少
子
高
齢
化
の
影
響
で
、
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
の
組
み
上
げ
が
困
難
に
な
り
、
大

学
生
の
来
訪
で
賑
わ
い
の
創
出
と
交
流
を

通
じ
た
地
域
活
性
化
を
考
え
ま
し
た
。

　

学
生
は
地
元
の
伝
統
行
事
を
体
感
し
、

そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
農
村
で
の
暮
ら
し
を

作
業
や
住
民
と
の
交
流
を
通
し
て
学
び
ま
し

た
。
昨
年
度
、
糠
千
区
で
の
冬
コ
ン
ソ
参
加

者
な
ど
、リ
ピ
ー
タ
ー
は
２
人
。
火
祭
り
は
、

来
年
１
月
12
日
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

道
祖
神
は
直
径
３
㍍
、高
さ
５
㍍
ほ
ど
。

今
年
は
初
め
て
竹
を
主
材
料
に
使
い
、
半

分
ほ
ど
の
大
き
さ
の
子
ど
も
用
は
、
藁わ

ら
ぶ
き葺

で
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

骨
組
み
は
、
根
元
の
直
径
10
㌢
ほ
ど
の

孟も
う
そ
う
ち
く

宗
竹
３
本
を
基
に
、
結け

っ
さ
く索
は
伝
統
的
な

「
男
結
び
」、
茅か

や

は
穂
を
上
に
、
組
み
上
げ

た
円
錐
部
か
ら
下
へ
向
け
、
重
な
る
よ
う

に
結
び
付
け
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
祭
り

の
歴
史
と
そ
の
意
味
、
地
域
の
伝
統
行
事

を
継
承
し
て
い
く
大
切
さ
な
ど
も
教
わ
り

ま
し
た
。

　

区
内
見
学
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
Ｏ

Ｂ
で
西
小
路
在
住
の
村
職
員
、
内
藤
さ
ん

が
案
内
し
、
農
村

景
観
を
残
す
田
園

地
帯
な
ど
を
巡
り

ま
し
た
。「
西
小
路

創
作
館
」
近
く
の

家
で
は
、「
初
め
て
」

と
い
う
大
根
の
収

穫
体
験
も
さ
せ
て

も
ら
い
大
喜
び
で

し
た
。

　

学
生
は
「
農
村
活
性
化
活
動
に
興
味
が

あ
っ
た
。私
た
ち
の
作
っ
た
道
祖
神
を
見
に
、

来
年
の
祭
り
に
は
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
と
、

区
と
の
交
流
継
続
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

　

成
瀬
分
館
長
は
「
道
祖
神
づ
く
り
を
通

じ
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
た
と
思
う
。
国（
出
身
地
）へ
帰
っ

た
ら
、
こ
こ
の
行
事
と
地
元
の
行
事
の
交

流
も
図
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

報
告
者
の
３
学
生
は
、
４
回
目
と
な
る

今
年
の
農
村
版
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
木

島
平
校
夏
季
講
座
で
、
区
民
と
の
初
協
働

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
ま
し
た
。
糠
千
で
の
聞
き
取

り
調
査
で
「
今
回
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が

一
番
盛
り
上
が
っ
た
」
と
の
回
答
が
寄
せ

ら
れ
、「
学
生
が
来
る
と
若
返
っ
た
気
分

に
な
る
」
と
評
価
す
る
一
方
、「
今
回
作
っ

た
も
の
の
維
持
管
理
」「
学
生
訪
問
の
タ

イ
ミ
ン
グ
と
生
活
サ
イ
ク
ル
と
の
不
一

致
」
と
い
っ
た
課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
り

ま
し
た
。

　

参
加
学
生
（
６
大
学
）
同
士
の
課
題
と

し
て
「
学
生
間
の
交
流
の
継
続
」
が
挙
が

り
、解
決
策
と
し
て
来
年
４
月
か
ら「
サ
ー

ク
ル
」
の
本
格
始
動
を
計
画
。
夏
季
講
座

受
講
者
17
人
の
う
ち
13
人
の
賛
同
が
得
ら

れ
、
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
糠
千
集
落
に
関
わ

る
学
生
数
が
増
え
る
、
継
続
的
に
関
わ
り

や
す
く
な
る
な
ど
と
設
立
へ
の
熱
意
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
の
質
疑
応
答
で
、
糠
千
の
地
域

づ
く
り
に
は
若
い
世
代
の
参
加
が
条
件
だ

と
し
、「
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
地
域
を

盛
り
上
げ
、
活
動
の
拡
大
は
、『
早
大
サ
ー

ク
ル
』
と
つ
な
げ
る
方
法
も
あ
る
」
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

糠
千
区
の
渡
辺
区
長
は
「
学
生
さ
ん
が

来
た
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
集
落
を
見
直

す
こ
と
が
で
き
た
」
と
感
謝
し
、「
協
働

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
製
作
し
た
も
の
を
活
用

し
、集
落
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」

と
、
成
果
を
評
価
し
て
い
ま
し
た
。

西
小
路
区　

初
の
大
学
コ
ン
ソ
で
道
祖
神
づ
く
り

　

平
成
26
年
度
農
村
版
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
木
島
平
校
の
秋
季
講
座
は
10
月
25
、

26
日
、
西
小
路
区
の
地
域
の
伝
統
行
事
「
道
祖
神
づ
く
り
」
を
手
伝
い
ま
し
た
。

西
小
路
分
館
が
主
催
し
、
区
民
11
人
と
小
学
生
男
女
８
人
が
参
加
。
同
区
で
は
初

コ
ン
ソ
に
な
り
、
留
学
生
を
含
め
、
早
稲
田
大
学
生
６
人
、
国
士
舘
大
学
生
１
人

の
合
わ
せ
て
７
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

大
学
横
断
「
サ
ー
ク
ル
」
設
立
し
糠
千
支
援

西
小
路
区
散
策

　

金
沢
大
学
ま
ち
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
会
を
10
月
31
日
行
い
ま
し
た
。

糠
千
区
民
な
ど
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
金
沢
大
学
か
ら
神
谷
浩
夫
教
授
と
地

域
創
造
学
類
２
年
生
の
男
女
３
人
が
訪
れ
、「
学
生
が
農
村
と
関
わ
る
上
で
の
問
題

点
と
そ
の
解
決
策
」
を
テ
ー
マ
に
報
告
し
ま
し
た
。
芳
川
村
長
は
「
今
回
は
協
働

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
汗
を
流
し
、
一
番
盛
り
上
が
っ
た
と
い
う
。
い
ろ
い
ろ
な
作
業

を
通
じ
た
交
流
の
成
果
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

地
域
の
伝
統「
道
祖
神
づ
く
り
」

学
生
課
題
解
決
に
意
欲

　
金
沢
大
生
の
報
告
を
受
け
、
芳
川
村
長

　

が
講
評

▲
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《
飯
山
署
管
内
は
被
害
ゼ
ロ
継
続
中
》

　

12
月
２
日
現
在
の
県
内
特
殊
詐
欺
発

生
状
況
は
、

　

件　

数　

１
６
６
件

　

被
害
額　

約
９
億
８
６
０
０
万
円

と
、10
億
円
に
届
き
そ
う
な
勢
い
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
木
島
平
村
を
始
め
と
し

た
飯
山
署
管
内
は
、
皆
さ
ん
の
高
い
防

犯
意
識
の
お
か
げ
で
、
特
殊
詐
欺
の
発

生
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
署
管
内
で
の
前
兆
事
案
や

近
隣
署
で
被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
油
断
で
き
ま
せ
ん
。

日
ご
ろ
か
ら

◇
留
守
番
電
話
設
定

　

相
手
を
確
認
し
て
か
ら
出
る
こ
と
が

　

出
来
ま
す
。

◇
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

　

相
手
番
号
が
確
認
で
き
ま
す
。

◇
非
通
知
拒
否
設
定

　
犯
人
は
番
号
非
通
知
で
か
け
て
き
ま
す
。

◇
特
殊
詐
欺
対
策
用
機
器

　

電
気
商
業
組
合
飯
山
支
部
に
加
盟
す

る
地
元
の
電
気
店
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

対
策
を
と
り
、
皆
が
協
力
し
て
こ
の

状
況
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

《
事
件
事
故 

あ
な
た
を
守
る 
１
１
０
番
》

　
「
１
１
０
番
」
は
、
緊
急
の
事
件
・
事
故

が
発
生
し
た
時
に
犯
人
逮
捕
や
被
害
者
救

護
な
ど
警
察
活
動
を
迅
速
・
適
切
に
行
う

た
め
に
、
関
係
者
や
目
撃
者
な
ど
か
ら
通

報
を
う
け
る
番
号
で
す
。

　

し
か
し
近
年
、
新
し
く
し
た
携
帯
電
話

の
開
通
試
験
等
と
い
う
緊
急
事
案
で
は
な

い
通
報
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
正
し
い

１
１
０
番
利
用
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

◇
１
１
０
番
の
ポ
イ
ン
ト

①
何
が
あ
っ
た
の
か
（
事
件
・
事
故
の
別
）

②
ど
こ
で
あ
っ
た
の
か
（
具
体
的
な
場
所
）

③
い
つ
発
生
し
た
の
か
（
時
刻
等
）

④
犯
人
は
ど
う
し
た
（
人
相
・
服
装
等
）

　

緊
急
で
は
な
い
事
案
の
時
は
、

◇
飯
山
警
察
署　
（
62
）
０
１
１
０

◇
県
警
相
談
電
話　

＃
９
１
１
０

に
連
絡
を
し
ま
し
ょ
う
。

駐 在 所
だ よ り

電話（82）4137

木島平村駐在所

飯山市 小菅の里及び小菅山の
         文化的景観が重要文化的景観に

　国の文化審議会は 11 月 21 日、瑞穂地区の「小菅の里及び小菅山の文
化的景観」を国の重要文化的景観に選定することを文部科学大臣に答申
しました。後日、官報の告示を経て重要文化財となります。
　瑞穂地区小菅は小菅山山麓の緩斜面上に広がる集落で、古代より修験
の霊場として繁栄し院坊と宗教施設が形成されました。現在の集落はそ
の地割りと基盤となる石積み・石垣を継
承しながら生活が営まれています。湖沼
や湧水を利用した水利体系の維持、石垣・
石積みの景観や集落の整備、柱松行事を
代表とする伝統行事の継承など、霊場景
観と伝統行事を守りながら里山の暮らし
を築いています。

野沢温泉村

　さかえ倶楽部スキー
場は 12 月 20 日（土）に
オープンします。
　当日は午前 10 時から

オープニングセレモニーを行い、イノシ
シ汁や、甘酒などのサービスが行われま
す。なお、オープン日は先着 100 名様ま
でリフト料金が無料となっていますので、
ぜひ、さかえ倶楽部スキー場にお越し下
さい。
　また、今シーズンは『平日パウダー祭り』
と称し、１/ ８～２/27 の平日は極力非圧
雪として、存分にパウダースノーをお楽
しみいただけます。
このほか、１/ ５～３/16 の月曜日はリフ
ト 1 日券が 1,000 円になるラッキーマン
デーや、19 歳の方はリフト料金がいつで
も無料になる『雪マジ 19』、大好評の平
日シーズン券（6,000 円）など、お得なリ
フト券もたくさん用意しています。
　もちろん、さかえ倶楽部名物の野沢菜
漬けは今年も食べ放題です。
今年の冬はぜひさかえ倶楽部スキー場
へ！
■問い合わせ　さかえ倶楽部スキー場
　☎ 0269（87）3333

栄　村

　12 月 31 日は長坂ゲレンデでのナイター営業時間を 23 時 30 分まで延長！
2015 年の年明けはゲレンデの花火と共にスキー場で迎えましょう。樽酒の
振舞いホットワインサービスも行います。

・ナイター営業時間　16：30 ～ 23：30

・樽酒とホットワインの振る舞い　
　　　　　　　　　   23：00 ～ 24：00
・新年の年明けと共に花火の打ち上げ

■問い合わせ
　野沢温泉スキー場　☎ 0269（85）3166

大晦日ナイター＆カウントダウン花火

12/20 オープン

未
だ
に
続
く
特
殊
詐
欺
被
害

さかえ倶楽部スキー場
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人
は
ど
う
し
た
（
人
相
・
服
装
等
）

　

緊
急
で
は
な
い
事
案
の
時
は
、

◇
飯
山
警
察
署　
（
62
）
０
１
１
０

◇
県
警
相
談
電
話　

＃
９
１
１
０

に
連
絡
を
し
ま
し
ょ
う
。
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2014. 12

　長沢俊輔巡査長 　鷲尾康明巡査部長

情報をお寄せください

木島平村駐在所

姉
妹
都
市
通
信

調　

布

姉
妹
都
市
通
信

姉
妹
都
市
25
周
年

１
月
10
日
は
「
１
１
０
の
日
」

新
鮮
屋
店
長
の
宮
崎
で
す
。

今
年
も
残
る
と
こ
半
月
、
こ
ち
ら
調

布
市
で
は
、
吹
く
風
も
刺
す
よ
う
に
冷

た
く
な
り
ま
し
た
。
コ
ー
ト
を
着
込
ん

だ
人
た
ち
が
忙
し
そ
う
に
走
り
回
る
、

年
末
特
有
の
空
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
11
月
15
日
、
16
日
の
二
日
間
、

調
布
駅
前
広
場
に
て
調
布
農
業
ま
つ
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

調
布
市
の
農
家
が
多
く
参
加
す
る

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
木
島
平
村
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日

は
秋
野
菜
で
作
ら
れ
た
大
き
な
宝
船

を
目
印
に
、
多
く
の
お
客
様
が
詰
め

掛
け
ま
し
た
。

　

快
晴
に
恵
ま
れ
た
中
、
新
鮮
な
農
産

物
を
求
め
に
開
始
前
か
ら
多
く
の
人
で

賑
わ
い
を
見
せ
、
村
の
出
展
ブ
ー
ス
の

前
に
も
大
勢
の
人
が
列
を
な
し
て
い
ま

し
た
。

き
の
こ
や
キ
ャ
ベ
ツ
、
野
沢
菜
漬
け

な
ど
を
は
じ
め
、
旬
の
り
ん
ご
や
温
か

い
お
や
き
は
多
く
の
お
客
様
に
お
買
い

求
め
い
た
だ
き
、
無
事
完
売
と
な
り
ま

し
た
。

秋
晴
れ
や
駅
前
と
い
う
立
地
、
良
い

条
件
と
農
家
の
人
や
ス
タ
ッ
フ
に
恵
ま

れ
、
農
業
祭
り
は
稀
に
見
る
よ
う
な
盛

況
振
り
で
し
た
。

55

店
長
の
つ
ぶ
や
き

　
野
菜
で
作
ら
れ
た
大
き
な
宝
船
。

一
度
は
乗
っ
て
み
た
い
で
す
。

【
情
報
提
供
：
調
布
市
文
化
振
興
課
】

　

今
年
も
村
特
製
の
「
お
年
玉
付
き

年
賀
は
が
き
」
を
役
場
政
策
情
報
室

窓
口
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
木
島
平
村
の
新
春
の
風

景
を
年
賀
状
を
通
し
新
年
初
め
て
の

贈
り
物
に
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

◇
価
格　

１
枚
52
円

◇
枚
数　

５
０
０
０
枚
限
定

　
※
枚
数
限
定
と
な
り
ま
す
の
で
お
早

め
に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。　

村
特
製
年
賀
は
が
き
発
売
中

【
政
策
情
報
室　

内
線
１
１
１
】

木島平村栄町区で行われ
た道祖神を前面に背景に
は、弥生時代‐日本最大
級の鉄剣が出土した根塚
遺跡や村の象徴でもある
高社山が雄大に映し出さ
れています。
　



　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き

な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し

た
い
、
教
養
を
深
め
た
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、職
業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

◇
出
願
期
間

　

現
在
受
付
中
～
２
月
28
日

（
土
）
ま
で

◇
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
６
（
58
）
２
３
３
２

　http://w
w

w
.ouj.ac.jp

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
た
い
、

設
立
の
手
順
は
、
ど
ん
な
活
動
だ
と

認
め
ら
れ
る
の
か
等
そ
ん
な
疑
問
に

お
答
え
し
ま
す
。

　

市
民
活
動
を
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う

と
し
て
い
る
人
、
女
性
グ
ル
ー
プ
の

人
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
て
社
会

　

貢
献
活
動
を
し
た
い
人

◇
場
所　
　

長
野
県
庁

◇
開
催
日　

毎
月
第
２
木
曜
日

◇
日
程　

・
設
立
講
座
等

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分

・
個
別
相
談

　

午
後
２
時
20
分
～
３
時

　

※
参
加
希
望
日
の
前
々
日
ま
で

　

に
申
込
み
必
要

◇
申
込
方
法

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
講
座
等
受

講
申
込
書
」
に
よ
り
県
民
協
働
課

へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

長
野
県
県
民
文
化
部 

県
民
協
働

　

課 

協
働
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
係

☎
０
２
６
（
２
３
５
）
７
１
８
９

FAX
０
２
６  

（
２
３
５ 

）
７
２
５
８

　

kyodo - npo@
pref.nagano.   

　

lg.jp

　

結
核
予
防
活
動
の
た
め
に
行
わ

れ
て
い
る
「
複
十
字
シ
ー
ル
運
動
」。

　

結
核
の
調
査
研
究
費
、
胸
部
検
診

車
・
検
診
機
器
の
購
入
な
ど
に
使
わ

れ
ま
す
。

　

今
年
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
募
金
総
額　
　

７
４
，８
１
０
円
（
11
月
25
日
現
在
）

◇
問
い
合
わ
せ
☎

【
村
保
健
補
導
員
会
（
健
康
福
祉

室
内
）
１
２
４
】

　

最
近
元
気
が
な
い
、
ひ
ど
く

疲
れ
て
い
る
・
・
・

　

あ
な
た
の
ま
わ
り
に
、
悩
み
、

苦
し
ん
で
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

相
談
窓
口
を
活
用
く
だ
さ
い
。

◇
心
に
関
す
る
相
談
窓
口

長
野
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
（
２
２
７
）
１
８
１
０

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
６
４
）
５
５
６

い
の
ち
の
電
話

☎
０
５
７
０
（
７
８
３
）
５
５
６
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Nature land 伝言板
　 役 場 の 代 表 電 話
　　　　　　（８２）３１１１

16 151718
月

19
火

20
水

21
木

22
金

23
土

248910111213141516
日

25
月

26
火

27
水

28
木金土

311234567
日木金土日月火月火

17
水 水木金土日

1月 12 月

村
税
等
口
座
振
替
日

広
報
配
布
日

木金土

村
長
初
登
庁　

８
時
30
分

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
〜

民
生
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会　

18
時
〜

調
布
っ
子
わ
ん
ぱ
く
体
験
i
n
木
島
平（
〜
８
月
４
日
）

消
防
団
大
観
閲
式（
野
沢
温
泉
村
）

心
配
ご
と
相
談　

９
時
〜

八
丈
町
小
学
生
雪
山
体
験（
〜
22
日
）

木
島
平
村
教
職
員
秋
季
総
会

29
月

U‐12
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
〜
８
日
）

ふ
う
太
河
童
の
川
普
請　

７
時
30
分
〜

　

14
時
　

15
分
〜

調
布
市
新
任
職
員
研
修（
〜
７
日
）

憲
法
記
念
日

議
会
運
営
委
員
会　

13
時
30
分
〜

村
議
会
臨
時
会　

15
時
〜

農
業
委
員
会
総
会　

16
時
00
分
〜

消
防
団
出
初
式
・
定
期
表
彰
式　

10
時
〜

村
議
会
議
員
選
挙
投
票
日　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ

消
防
団
合
同
水
防
訓
練　

13
時
30
分
〜

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会　

13
時
30
分
〜

分
館
長
・
体
育
部
長
会　

19
時
30
分
〜

た
め
し
て
実
践
!
健
康
セ
ミ
ナ
ー
開
校
式　

13
時
30
分
〜　

広
報
配
布
日

昭
和
の
日

望
岳
荘
夏
祭
り　

18
時
15
分
〜　

村議会議員選挙期日前投票日程
４月２０日（水）～２３日（土）
午前８時30分～午後８時

部
落
解
放
同
盟
木
島
平
支
部
定
期
大
会　

18
時
〜

金
婚
喜
寿
祝
賀
会　

10
時
〜

豊
作
祈
願
ま
つ
り　

10
時
〜

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日

心
配
ご
と
相
談 

９
時
〜

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ

春
の
粗
大
ご
み
回
収（
南
部
・
中
部
地
区
の
一
部
）

春
の
粗
大
ご
み
回
収（
北
部
・
中
部
地
区
の
一
部
）

（
〜
16
日・
予
定
）

議
会
定
例
会
開
会　

10
時
〜

村
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

高
校
野
球
木
島
平
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　
（
〜
6
月
１
日
）

消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
伝
達
講
習
会 

８
時
30
分
〜　

消
防
訓
練 

13
時
30
分
〜

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
総
会（
東
京
）

早
稲
田
大
学
報
告
会　

13
時
〜

早
稲
田
大
学
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ズ
ワ
ー
ク
シ
ッ
プ（
〜
11
日
）

議
会
一
般
質
問
２
日
目

カ
ヤ
の
平
開
山
祭 

・
牧
場
開
き

企
業
内
人
権
同
和
教
育
研
修　

16
時
〜

望
岳
荘
敬
老
祝
賀
式　

11
時
〜

ポ
ン
プ
操
法
・ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会　

13
時
30
分
〜

防
犯
協
会
総
会　

18
時
〜

戦
没
者
追
悼
式　

10
時
〜

議
会
最
終
日　

15
時
〜　

た
め
し
て
実
践
!
健
康
セ
ミ
ナ
ー　

３
月
分
村
税
等
納
期
限

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　
９
時
〜
12
時

セ
ッ
ト
健
診

大
塚
山
柱
松
子

米
寿
訪
問　

８
時
〜

終
戦
記
念
日

名
水
火
口
そ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
そ
ば
の
刈
り
取
り
＆
そ
ば
打
ち
体
験
」

広
島
平
和
記
念
日

長
崎
原
爆
の
日

村
ぐ
る
み
総
合
防
災
訓
練

内
山
柱
松
子

成
人
式　

13
時
30
分
〜

セ
ッ
ト
検
診

第
５
回
農
村
学
講
座　
（
〜
８
日
）

小
学
校
運
動
会　

８
時
30
分
〜　

高
社
山
一
周
駅
伝
大
会

村
民
運
動
会

体
育
の
日

敬
老
の
日

秋
分
の
日

保
育
園
運
動
会　

８
時
30
分
〜　

中
学
校
ケ
ヤ
キ
祭（
〜
28
日
）　

消
防
団
入
団
式　

14
時
〜

社
会
福
祉
大
会　

13
時
30
〜

水

文
化
の
日

小
学
校
音
楽
会

村
民
祭　

９
時
〜

農
林
祭

小
・
中
合
同
音
楽
会

勤
労
感
謝
の
日

社
会
人
権
同
和
教
育
研
修
講
座　

19
時
〜

消
防
団
最
終
部
長
会
議　

13
時
30
分
〜

差
別
を
な
く
す
村
民
大
会　

13
時
30
分
〜

保
育
園
卒
園
式　

10
時
〜

農
業
委
員
会
総
会　

16
時
〜

2014年 １

天
皇
誕
生
日

成
人
の
日

区
長
会　

15
時
〜

役
場
閉
庁（
〜
１
月
４
日
）

中
学
校
３
学
期
終
業
式

消
防
団
歳
末
夜
警（
〜
30
日
）

小
中
学
校
２
学
期
始
業
式

元 

日

木
島
平
ジ
ュニ
ア
大
回
転
ス
キ
ー
大
会

介
護
相
談　

13
時
30
分
〜

せ
っ
こ
塾　

14
時
〜

建
国
記
念
の
日

分
館
長
・
分
館
主
事
会
議　

15
時
30
分
〜

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ

村
校
長
会　

８
時
45
分
〜

介
護
相
談　

13
時
30
分
〜
16
時　

小
学
校
入
学
式　

９
時
50
分
〜　

中
学
校
入
学
式　

13
時
30
分
〜　

小
学
校
卒
業
式　

９
時
10
分
〜

中
学
校
卒
業
式　

８
時
50
分
〜

春
分
の
日

保
育
園
入
園
式　

10
時
〜

交
通
安
全
協
会
木
島
平
支
部
総
会　

16
時
〜

火

30

昭
和
の
日

振
替
休
日

消
防
団
観
閲
式

北
信
州
交
流
倶
楽
部
春
の
体
験
ツ
ア
ー（
〜
27
日
迄
）

う
ん
め
ぇ
米
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

12
月
定
例
議
会
開
会
（
〜
12
月
11
日
）

全
日
本
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会　
（
〜
10
日
）

内
山
地
区
づ
く
り
懇
談
会　

17
時
30
分
〜

糠
千
地
区
づ
く
り
懇
談
会　

18
時
〜

稲
荷
地
区
づ
く
り
懇
談
会　

19
時
〜

海
の
日

観
光
協
会
総
会　

15
時
〜

村
議
会
全
員
協
議
会
・
臨
時
会　

９
時
〜

工
学
院
大
学
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ（
〜
10
日
）

終
戦
の
日

敬
老
の
日

金
婚
祝
賀
会　

10
時
〜

喜
寿
祝
賀
会　

13
時
30
分
〜　

早
稲
田
大
学
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
〜
22
日
）

北
信
州
交
流
倶
楽
部
稲
刈
ツ
ア
ー　
（
〜
23
日
）

名
水
火
口
そ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
そ
ば
花
ま
つ
り
」

村
内
６
団
体
親
善
球
技
大
会　

13
時
〜

い
〜
な
か
交
流
フ
ェ
ス
タ
i
ｎ
調
布

た
め
し
て
実
践
!
健
康
セ
ミ
ナ
ー「
講
演
会
」　

13
時
30
分
〜　

調
布
市
花
火
大
会（
〜
21
日
）

小
学
校
音
楽
会

第
５
回
農
村
学
講
座　
（
〜
９
日
）

農
業
委
員
会
建
議　
15
時
30
分
〜

小
学
校
１
学
期
終
業
式

大
晦
日

木
島
平
ジ
ュニ
ア
ジ
ャ
ン
プ
大
会（
〜
12
日
）

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
定
期
総
会　

14
時
〜

農
業
振
興
公
社
理
事
会　

９
時
30
分
〜

下
高
井
農
林
高
校
入
学
式　

振
替
休
日

北
信
州
森
林
組
合
総
代
会　

13
時
30
分
〜　

緑
化
苗
木
頒
布
会　

10
時
〜

人
権
週
間
街
頭
啓
発　
８
時
15
分
〜

小
学
校
運
動
会　

８
時
30
分
〜　

ポ
ン
プ
操
法
・ラ
ッ
パ
吹
奏
北
信
大
会

北
鴨
地
区
づ
く
り
懇
談
会　

19
時
30
分
〜

表示
※ウインドウ規定に変更
上段：Y＝46㎜（右上）
下段：Y＝127㎜（中下）

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
投
開
票
日　

人
権
リ
ー
ダ
ー
研
修
会　

決
算
審
査（
〜
８
月
２
日
迄
）

区
長
会
研
修
視
察（
〜
29
日
）

Ｊ
リ
ー
グ
大
林
カ
ッ
プ（
〜
10
日
）

農
村
版
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
冬
季
講
座（
〜
10
日
）

夏
ま
つ
り　

18
時
45
分
〜

小
中
合
同
資
源
回
収

北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

米
寿
訪
問　

８
時
30
分
〜

秋
の
交
通
安
全
運
動（
〜
30
日
迄
）

第
３
回
森
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

カ
ヤ
の
平
牧
場
閉
牧

春
の
火
災
予
防
運
動（
〜
18
日
迄
）　

防
火
パ
レ
ー
ド

議
会
定
例
会
開
会
・
全
員
協
議
会　

10
時
〜

月（数字）は右上
Ｘ＝32ｍｍ
Ｙ＝13.5ｍｍ
月（小）は左上
Ｘ＝37ｍｍ
Ｙ＝20ｍｍ

小
学
校
３
学
期
終
業
式

新
年
あ
い
さ
つ
会　

11
時
〜

コ
ミ
ュニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
推
進
委
員
会　

18
時
〜　

み
ん
な
の
村
づ
く
り
集
会　

19
時
〜　

ス
キ
ー
場
感
謝
祭

木
島
平
ジ
ュニ
ア
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会（
〜
16
日
）

小
学
校
公
開
研
究
会

 村県民税申告相談日程

【２月】
 19日　馬曲・栄町
 20日　平沢・稲荷
 21日　部谷沢・小見
 24日　糠千
 25日　山口・柳久保
　　　 スキー場・池の平
 26日　指定日以外
 27日   庚・西小路・上千石
　　　 原大沢・中島・千石
 28日　　　　〃
【３月】
  ３日　大町・中町・西町
  ４日　　　　〃
  ５日　高石・和栗
  ６日　指定日以外
  ７日　中村
 10日　北鴨
 11日　市之割
 12日　南鴨
 13日　内山・営庶業
 14日　指定日以外
 17日　　　　〃
 ＊2月24日の午後・26日、3   
　月6日・14日・17日は指定
　日にできなかっ た人。

議
会
一
般
質
問　
（
〜
10
日
）

第
３
回
木
島
平
ス
キ
ー
選
手
権　
（
〜
16
日
）

木
島
平
ジ
ュニ
ア
大
回
転
ス
キ
ー
大
会

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
防
火
パ
レ
ー
ド　

９
時
45
分
〜

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
Ｌ
Ｃ
Ｄ
校
来
村
（
〜
24
日
迄
）

木
島
平
型
モ
デ
ル
住
宅
竣
工
式
・
内
覧
会　

10
時
〜

堆
肥
セ
ン
タ
ー
査
察
委
員
会　

16
時
〜

東
京
農
業
大
学
学
長
講
演
会　

15
時
30
分
〜

樽
滝
落
水
・
玉
滝
不
動
俳
句
大
会

木
島
平
村
教
職
員
春
季
総
会

早
稲
田
大
学
協
定
調
印
式

村
づ
く
り
集
会（
役
場
2
階
会
議
室
）　

19
時
〜

カ
ヤ
の
平
開
山
祭 

・
牧
場
開
き

エ
コ
パ
ー
ク
寒
川
フ
ェ
ア

村
長
杯
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

人
権
擁
護
委
員
の
日
街
頭
啓
発

小
学
校
運
動
会　
　

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
総
会　
　

北
信
州
植
樹
祭

お
田
植
え
ま
つ
り

消
防
団
北
信
大
会
団
結
式（
若
者
セ
ン
タ
ー
）

西
小
路
地
区
づ
く
り
懇
談
会　

19
時
00
分
〜

糠
千
地
区
づ
く
り
懇
談
会　

18
時
00
分
〜

北
信
濃
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
議
会
第
43
回
春
季
木
島
平
大
会

心
配
ご
と
相
談　

９
時
〜

木
島
平
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会
会
長
杯
大
会

ラ・フ
ェ
ス
タ
2
0
1
4

樽
滝
落
水
ほ
か
秋
の
イ
ベ
ン
ト

第
67
回
農
林
祭

う
ん
め
ぇ
米
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
新
嘗
祭

農
地
中
間
管
理
事
業
説
明
会　
（
役
場
２
階
）

第
３
回
全
国
村
長
サ
ミ
ッ
ト
i
n
相
良
村　
（
熊
本
県
相
良
村
）

農
地
中
間
管
理
事
業
説
明
会　
（
農
村
交
流
館
）

長
野
県
縦
断
駅
伝
大
会（
〜
16
日
）

全
国
小
水
力
発
電
サ
ミ
ッ
ト（
〜
22
日
）

除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
人
事
発
令
式　

17
時
〜

調
布
・
木
島
平
交
流
倶
楽
部
晩
秋
の
ツ
ア
ー
交
流
会（
〜
30
日
）

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
30
分
〜

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
会
議　

16
時
〜

（
〜
14
日
予
定
）ス

キ
ー
場
安
全
祈
願
祭　

11
時
〜

心
配
ご
と
相
談　
９
時
〜

心
配
ご
と
相
談　
９
時
〜

区
長
会　
15
時
〜

小
中
学
校
２
学
期
終
業
式

今月の村税等の口座振替日は 12 月 25 日です
お忘れのないように口座残高の確認をお願いします

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
複
十
字
シ
ー
ル
募
金
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
講
座

受

講

者

募

集

放
送
大
学
第
１
学
期

４
月
入
学
生
募
集

一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で

悩

み

相

談

窓

口



16 151718
月

19
火

20
水

21
木

22
金

23
土

248910111213141516
日

25
月

26
火

27
水

28
木金土

311234567
日木金土日月火月火

17
水 水木金土日

1月 12 月

村
税
等
口
座
振
替
日

広
報
配
布
日

木金土

村
長
初
登
庁　

８
時
30
分

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
〜

民
生
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会　

18
時
〜

調
布
っ
子
わ
ん
ぱ
く
体
験
i
n
木
島
平（
〜
８
月
４
日
）

消
防
団
大
観
閲
式（
野
沢
温
泉
村
）

心
配
ご
と
相
談　

９
時
〜

八
丈
町
小
学
生
雪
山
体
験（
〜
22
日
）

木
島
平
村
教
職
員
秋
季
総
会

29
月

U‐12
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
〜
８
日
）

ふ
う
太
河
童
の
川
普
請　

７
時
30
分
〜

　

14
時
　

15
分
〜

調
布
市
新
任
職
員
研
修（
〜
７
日
）

憲
法
記
念
日

議
会
運
営
委
員
会　

13
時
30
分
〜

村
議
会
臨
時
会　

15
時
〜

農
業
委
員
会
総
会　

16
時
00
分
〜

消
防
団
出
初
式
・
定
期
表
彰
式　

10
時
〜

村
議
会
議
員
選
挙
投
票
日　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ

消
防
団
合
同
水
防
訓
練　

13
時
30
分
〜

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会　

13
時
30
分
〜

分
館
長
・
体
育
部
長
会　

19
時
30
分
〜

た
め
し
て
実
践
!
健
康
セ
ミ
ナ
ー
開
校
式　

13
時
30
分
〜　

広
報
配
布
日

昭
和
の
日

望
岳
荘
夏
祭
り　

18
時
15
分
〜　

村議会議員選挙期日前投票日程
４月２０日（水）～２３日（土）
午前８時30分～午後８時

部
落
解
放
同
盟
木
島
平
支
部
定
期
大
会　

18
時
〜

金
婚
喜
寿
祝
賀
会　

10
時
〜

豊
作
祈
願
ま
つ
り　

10
時
〜

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日

心
配
ご
と
相
談 
９
時
〜

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ

春
の
粗
大
ご
み
回
収（
南
部
・
中
部
地
区
の
一
部
）

春
の
粗
大
ご
み
回
収（
北
部
・
中
部
地
区
の
一
部
）

（
〜
16
日・
予
定
）

議
会
定
例
会
開
会　

10
時
〜

村
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

高
校
野
球
木
島
平
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　
（
〜
6
月
１
日
）

消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
伝
達
講
習
会 

８
時
30
分
〜　

消
防
訓
練 

13
時
30
分
〜

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
総
会（
東
京
）

早
稲
田
大
学
報
告
会　

13
時
〜

早
稲
田
大
学
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ズ
ワ
ー
ク
シ
ッ
プ（
〜
11
日
）

議
会
一
般
質
問
２
日
目

カ
ヤ
の
平
開
山
祭 

・
牧
場
開
き

企
業
内
人
権
同
和
教
育
研
修　

16
時
〜

望
岳
荘
敬
老
祝
賀
式　

11
時
〜

ポ
ン
プ
操
法
・ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会　

13
時
30
分
〜

防
犯
協
会
総
会　

18
時
〜

戦
没
者
追
悼
式　

10
時
〜

議
会
最
終
日　

15
時
〜　

た
め
し
て
実
践
!
健
康
セ
ミ
ナ
ー　

３
月
分
村
税
等
納
期
限

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　
９
時
〜
12
時

セ
ッ
ト
健
診

大
塚
山
柱
松
子

米
寿
訪
問　

８
時
〜

終
戦
記
念
日

名
水
火
口
そ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
そ
ば
の
刈
り
取
り
＆
そ
ば
打
ち
体
験
」

広
島
平
和
記
念
日

長
崎
原
爆
の
日

村
ぐ
る
み
総
合
防
災
訓
練

内
山
柱
松
子

成
人
式　

13
時
30
分
〜

セ
ッ
ト
検
診

第
５
回
農
村
学
講
座　
（
〜
８
日
）

小
学
校
運
動
会　

８
時
30
分
〜　

高
社
山
一
周
駅
伝
大
会

村
民
運
動
会

体
育
の
日

敬
老
の
日

秋
分
の
日

保
育
園
運
動
会　

８
時
30
分
〜　

中
学
校
ケ
ヤ
キ
祭（
〜
28
日
）　

消
防
団
入
団
式　

14
時
〜

社
会
福
祉
大
会　

13
時
30
〜

水

文
化
の
日

小
学
校
音
楽
会

村
民
祭　

９
時
〜

農
林
祭

小
・
中
合
同
音
楽
会

勤
労
感
謝
の
日

社
会
人
権
同
和
教
育
研
修
講
座　

19
時
〜

消
防
団
最
終
部
長
会
議　

13
時
30
分
〜

差
別
を
な
く
す
村
民
大
会　

13
時
30
分
〜

保
育
園
卒
園
式　

10
時
〜

農
業
委
員
会
総
会　

16
時
〜

2014年 １

天
皇
誕
生
日

成
人
の
日

区
長
会　

15
時
〜

役
場
閉
庁（
〜
１
月
４
日
）

中
学
校
３
学
期
終
業
式

消
防
団
歳
末
夜
警（
〜
30
日
）

小
中
学
校
２
学
期
始
業
式

元 

日

木
島
平
ジ
ュニ
ア
大
回
転
ス
キ
ー
大
会

介
護
相
談　

13
時
30
分
〜

せ
っ
こ
塾　

14
時
〜

建
国
記
念
の
日

分
館
長
・
分
館
主
事
会
議　

15
時
30
分
〜

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ

村
校
長
会　

８
時
45
分
〜

介
護
相
談　

13
時
30
分
〜
16
時　

小
学
校
入
学
式　

９
時
50
分
〜　

中
学
校
入
学
式　

13
時
30
分
〜　

小
学
校
卒
業
式　

９
時
10
分
〜

中
学
校
卒
業
式　

８
時
50
分
〜

春
分
の
日

保
育
園
入
園
式　

10
時
〜

交
通
安
全
協
会
木
島
平
支
部
総
会　

16
時
〜

火

30

昭
和
の
日

振
替
休
日

消
防
団
観
閲
式

北
信
州
交
流
倶
楽
部
春
の
体
験
ツ
ア
ー（
〜
27
日
迄
）

う
ん
め
ぇ
米
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

12
月
定
例
議
会
開
会
（
〜
12
月
11
日
）

全
日
本
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会　
（
〜
10
日
）

内
山
地
区
づ
く
り
懇
談
会　

17
時
30
分
〜

糠
千
地
区
づ
く
り
懇
談
会　

18
時
〜

稲
荷
地
区
づ
く
り
懇
談
会　

19
時
〜

海
の
日

観
光
協
会
総
会　

15
時
〜

村
議
会
全
員
協
議
会
・
臨
時
会　

９
時
〜

工
学
院
大
学
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ（
〜
10
日
）

終
戦
の
日

敬
老
の
日

金
婚
祝
賀
会　

10
時
〜

喜
寿
祝
賀
会　

13
時
30
分
〜　

早
稲
田
大
学
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
〜
22
日
）

北
信
州
交
流
倶
楽
部
稲
刈
ツ
ア
ー　
（
〜
23
日
）

名
水
火
口
そ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
そ
ば
花
ま
つ
り
」

村
内
６
団
体
親
善
球
技
大
会　

13
時
〜

い
〜
な
か
交
流
フ
ェ
ス
タ
i
ｎ
調
布

た
め
し
て
実
践
!
健
康
セ
ミ
ナ
ー「
講
演
会
」　

13
時
30
分
〜　

調
布
市
花
火
大
会（
〜
21
日
）

小
学
校
音
楽
会

第
５
回
農
村
学
講
座　
（
〜
９
日
）

農
業
委
員
会
建
議　
15
時
30
分
〜

小
学
校
１
学
期
終
業
式

大
晦
日

木
島
平
ジ
ュニ
ア
ジ
ャ
ン
プ
大
会（
〜
12
日
）

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
定
期
総
会　

14
時
〜

農
業
振
興
公
社
理
事
会　

９
時
30
分
〜

下
高
井
農
林
高
校
入
学
式　

振
替
休
日

北
信
州
森
林
組
合
総
代
会　

13
時
30
分
〜　

緑
化
苗
木
頒
布
会　

10
時
〜

人
権
週
間
街
頭
啓
発　
８
時
15
分
〜

小
学
校
運
動
会　

８
時
30
分
〜　

ポ
ン
プ
操
法
・ラ
ッ
パ
吹
奏
北
信
大
会

北
鴨
地
区
づ
く
り
懇
談
会　

19
時
30
分
〜

表示
※ウインドウ規定に変更
上段：Y＝46㎜（右上）
下段：Y＝127㎜（中下）

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
投
開
票
日　

人
権
リ
ー
ダ
ー
研
修
会　

決
算
審
査（
〜
８
月
２
日
迄
）

区
長
会
研
修
視
察（
〜
29
日
）

Ｊ
リ
ー
グ
大
林
カ
ッ
プ（
〜
10
日
）

農
村
版
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
冬
季
講
座（
〜
10
日
）

夏
ま
つ
り　

18
時
45
分
〜

小
中
合
同
資
源
回
収

北
信
州
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

米
寿
訪
問　

８
時
30
分
〜

秋
の
交
通
安
全
運
動（
〜
30
日
迄
）

第
３
回
森
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

カ
ヤ
の
平
牧
場
閉
牧

春
の
火
災
予
防
運
動（
〜
18
日
迄
）　

防
火
パ
レ
ー
ド

議
会
定
例
会
開
会
・
全
員
協
議
会　

10
時
〜

月（数字）は右上
Ｘ＝32ｍｍ
Ｙ＝13.5ｍｍ
月（小）は左上
Ｘ＝37ｍｍ
Ｙ＝20ｍｍ

小
学
校
３
学
期
終
業
式

新
年
あ
い
さ
つ
会　

11
時
〜

コ
ミ
ュニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
推
進
委
員
会　

18
時
〜　

み
ん
な
の
村
づ
く
り
集
会　

19
時
〜　

ス
キ
ー
場
感
謝
祭

木
島
平
ジ
ュニ
ア
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会（
〜
16
日
）

小
学
校
公
開
研
究
会

 村県民税申告相談日程

【２月】
 19日　馬曲・栄町
 20日　平沢・稲荷
 21日　部谷沢・小見
 24日　糠千
 25日　山口・柳久保
　　　 スキー場・池の平
 26日　指定日以外
 27日   庚・西小路・上千石
　　　 原大沢・中島・千石
 28日　　　　〃
【３月】
  ３日　大町・中町・西町
  ４日　　　　〃
  ５日　高石・和栗
  ６日　指定日以外
  ７日　中村
 10日　北鴨
 11日　市之割
 12日　南鴨
 13日　内山・営庶業
 14日　指定日以外
 17日　　　　〃
 ＊2月24日の午後・26日、3   
　月6日・14日・17日は指定
　日にできなかっ た人。

議
会
一
般
質
問　
（
〜
10
日
）

第
３
回
木
島
平
ス
キ
ー
選
手
権　
（
〜
16
日
）

木
島
平
ジ
ュニ
ア
大
回
転
ス
キ
ー
大
会

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
防
火
パ
レ
ー
ド　

９
時
45
分
〜

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
Ｌ
Ｃ
Ｄ
校
来
村
（
〜
24
日
迄
）

木
島
平
型
モ
デ
ル
住
宅
竣
工
式
・
内
覧
会　

10
時
〜

堆
肥
セ
ン
タ
ー
査
察
委
員
会　

16
時
〜

東
京
農
業
大
学
学
長
講
演
会　

15
時
30
分
〜

樽
滝
落
水
・
玉
滝
不
動
俳
句
大
会

木
島
平
村
教
職
員
春
季
総
会

早
稲
田
大
学
協
定
調
印
式

村
づ
く
り
集
会（
役
場
2
階
会
議
室
）　

19
時
〜

カ
ヤ
の
平
開
山
祭 

・
牧
場
開
き

エ
コ
パ
ー
ク
寒
川
フ
ェ
ア

村
長
杯
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

人
権
擁
護
委
員
の
日
街
頭
啓
発

小
学
校
運
動
会　
　

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
総
会　
　

北
信
州
植
樹
祭

お
田
植
え
ま
つ
り

消
防
団
北
信
大
会
団
結
式（
若
者
セ
ン
タ
ー
）

西
小
路
地
区
づ
く
り
懇
談
会　

19
時
00
分
〜

糠
千
地
区
づ
く
り
懇
談
会　

18
時
00
分
〜

北
信
濃
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
議
会
第
43
回
春
季
木
島
平
大
会

心
配
ご
と
相
談　

９
時
〜

木
島
平
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会
会
長
杯
大
会

ラ・フ
ェ
ス
タ
2
0
1
4

樽
滝
落
水
ほ
か
秋
の
イ
ベ
ン
ト

第
67
回
農
林
祭

う
ん
め
ぇ
米
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
新
嘗
祭

農
地
中
間
管
理
事
業
説
明
会　
（
役
場
２
階
）

第
３
回
全
国
村
長
サ
ミ
ッ
ト
i
n
相
良
村　
（
熊
本
県
相
良
村
）

農
地
中
間
管
理
事
業
説
明
会　
（
農
村
交
流
館
）

長
野
県
縦
断
駅
伝
大
会（
〜
16
日
）

全
国
小
水
力
発
電
サ
ミ
ッ
ト（
〜
22
日
）

除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
人
事
発
令
式　

17
時
〜

調
布
・
木
島
平
交
流
倶
楽
部
晩
秋
の
ツ
ア
ー
交
流
会（
〜
30
日
）

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
30
分
〜

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
会
議　

16
時
〜

（
〜
14
日
予
定
）ス

キ
ー
場
安
全
祈
願
祭　

11
時
〜

心
配
ご
と
相
談　
９
時
〜

心
配
ご
と
相
談　
９
時
〜

区
長
会　
15
時
〜

小
中
学
校
２
学
期
終
業
式

21

11月の出動件数（岳北消防本部） 木島平村
飯 山 市

野沢温泉村
栄　　村
《合  計》

火災 救急
件 件

件 件

火を使う　その手で必ず　火の始末
1
1

1
0
3

15
76

14
   121

件

件

0
2

0
0
2

救助  16

予 防 接 種

☆乳幼児健診：７月27日（水）
・ 乳　児
［対象］平成22年７月・12月
　         平成23年３月生まれ
・ １歳６か月児
［対象］平成21年12月生まれ
・ ２歳児
［対象］平成21年６月生まれ
・ ３歳児
［対象］平成20年６月生まれ
受付／１３：００～１３：３０　会場／保健センター

お ひ さ ま 広 場
　子育て中の保護者同士の交流・ふれ
あい場として、地域の子育て家庭に  
おひさま保育園のプレールームを開放
します。子育ての不安や悩みのある人
は、子育て支援コーディネーターが相
談に応じますので、お気軽にご相談く
ださい。
と　き　保育園の開所している月曜日
　　　　～金曜日　９：30～11：00
場　所　おひさま保育園（プレールーム）　　　　
持ち物　タオル、着替え、水筒など
※12月27日（土）～１月４日（日）まで、おひさま
　広場は休みになります。
　　　　  【子育て支援室　内線２０３】

子 育 て 学 級
☆とき：３月７日（水）
〔対象〕生後５か月児～入園前の
　　　　　お子さんとその保護者

時間／９：３０～１１：３０　 会場／保健センター

☆麻しん風しん混合：９月４日（木）
〔対象〕
平成25年３月生まれ
平成20年９月～21年３月生まれ
受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

☆四種混合１期追加：３月24日（月）
〔対象〕
平成24年１月１日～８月31日生まれ

受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

受付／１1：30～11：45　会場／木島平村診療所

☆ＢＣＧ：11月20日（木）
〔対象〕平成26年５月生まれ

☆乳児整形検診：11月12日（水）
［対象］平成26年７月・８月・９月生まれ

受付／１３：１５～１３：４５　会場／保健センター

な か よ し 広 場 （ 園 庭 開 放 ）
　保育園の園庭を入園前のお子さんと
その保護者に開放します。ぜひ遊びに
来てください。
開放時間　９：00～11：00
ひまわり保育園（82－3645）
　10月４日（火）・18日（火）
やまぶき保育園（82－2085）
　10月11日（火）・25日（火）　
　　　【子育て支援係　内線２０３】

受付／１1：45～１２：00　会場／木島平クリニック

☆ＢＣＧ：４月23日（月）
〔対象〕平成23年12月15日～
　　　　　平成24年１月22日生まれ

☆ポリオ１期初回追加：12月19日（木）
〔対象〕平成23年９月～12月生まれ

受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

☆ポリオ：12月18日（木）
〔対象〕対象者には個別にお知らせします

受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

受付／１1：30～１1：45　会場／木島平村診療所

☆ＢＣＧ：３月21日（木）
〔対象〕
平成24年11月18日～12月20日生まれ

す く す く 広 場
と　き　７月22日（金）９：30～11：30
場　所　ケヤキの森公園
　　　　（雨天の場合は保健センター）
持ち物　飲み物、タオル、着替え、敷物など

　　　【子育て支援係　内線２０３】

健 康 診 査

　保育園入園前のお子さんとその保護者
に遊び場を開放します。
開放時間　９：30～11：30
開放場所　村民会館第３・４会議室
開放日 　  ３月６・13・27日
　　　　　（毎週火曜日）
おもちゃが必要な場合はご持参ください。
　　　　　 【子育て支援係　内線２０３】

遊び場開放

受付／13：00～１3：3０　会場／木島平クリニック

受付／１３：００～１３：３０　会場／保健センター

☆日本脳炎：10月22日（月）
〔対象〕
１期初回２回目：平成21年４月～
　　　　　　　　　　　８月生まれ
１期追加：平成20年６月～８月生まれ

☆四種混合１期初回１回目：１月14日（水）
〔対象〕平成26年４月～26年９月生まれ

受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

☆乳幼児健診：12月24日（水）
［対象］
乳　児：平成25年12月
　　　：平成26年５月・８月生まれ
１歳６か月児：平成25年５月生まれ
２歳児：平成24年11月生まれ
３歳児：平成23年11月生まれ

受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

受付／１1：30～１1：45　会場／木島平村診療所

☆ＢＣＧ：３月27日（木）
〔対象〕平成25年９月生まれ

※15日は食育指導士による食に関する
　お話があります。

☆乳幼児健診：12月21日（水）
［対象］
乳　児：平成22年12月
　         平成23年５月・８月生まれ
１歳６か月児：平成22年５月生まれ
２歳児：平成21年11月生まれ
３歳児：平成20年11月生まれ
受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

受付／13：００～13：30　 会場／保健センター

☆小児用肺炎球菌・ヒブ：12月15日（月）
〔対象〕対象者には個別にお知らせします

☆乳幼児健診：12月25日（水）
［対象］
乳　児：平成24年12月生まれ
　         平成25年５月・８月生まれ
１歳６か月児：平成24年５月生まれ
２歳児：平成23年11月生まれ
３歳児：平成22年11月生まれ
受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

お ひ さ ま 教 室
　おひさま教室は、おひさま広場の時
間中、あそびに関する指導・助言や情
報の提供などを行います。
と　き　10：00～
場　所　おひさま保育園（プレイルーム）　　　　
12・１月の予定　
 12月16日 10：00 ～親子で体を動かしましょう！
 12月24日 10：00 ～クリスマス会！？お楽しみに
 １月６日 10：00 ～保健師さんのお話
 １月13日 10：00 ～たかし先生の食育教室
 １月23日 10：30 ～親子ふれあいリトミック
　　　　  
              【子育て支援室　内線２０３】

受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

☆日本脳炎1期初回1回目：８月28日（木）
☆日本脳炎1期初回2回目：９月11日（木）
〔対象〕平成23年３月～23年８月生まれ

お ひ さ ま 広 場
　子育て中の保護者同士の交流・ふれ
あい場として、地域の子育て家庭に  
おひさま保育園のプレイルームを開放
します。
と　き　保育園の開所している月曜日
　　　　～金曜日　９：30～11：00
場　所　おひさま保育園（プレイルーム）　　　　
持ち物　タオル、着替え、水筒など
※８月13日（水）～８月17日（日）まで、おひさま
　広場は休みになります。
　　　　【子育て支援室　内線２０３】

大見出し左上
左＝X：41㎜
右＝X：99㎜

各健診等左上
左＝X：41.5㎜

☆三種混合１期初回追加：９月２日（月）
〔対象〕
平成23年９月～平成23年12月生まれ

受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

☆日本脳炎1期初回1回目追加：９月30日（月）
〔対象〕平成26年４月～26年９月生まれ
　　　　 平成21年４月～21年６月生まれ
受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

☆日本脳炎1期初回追加：７月８日（月）
〔対象〕平成20年９月～21年３月生まれ
受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

☆ポリオ１期初回追加：11月18日（月）
〔対象〕平成23年４月～８月生まれ

受付／１3：００～１3：3０　会場／保健センター

受付／１３：００～１３：３０　会場／保健センター

☆麻しん風しん混合：１月19日（月）
〔対象〕平成25年４月～25年10月生まれ

受付／１３：００～１３：３０　会場／保健センター

☆肺炎球菌・ヒブ：３月17日（月）
〔対象〕個別にお知らせします

受付／１３：００～１３：３０　会場／保健センター

☆水痘（水ぼうそう）：12月１日（月）
〔対象〕対象者には個別にお知らせします

受付／１1：45～12：00　会場／木島平クリニック

☆ＢＣＧ：12月８日（月）
〔対象〕平成26年６月生まれ

エコパーク寒川
燃やせる
ごみ処理量

平成25年11月

 65,010kg 

平成26年11月 前年同月比

 96.8％

燃やせるごみ処理量を減らしましょう。
分別収集とリサイクルにご協力ください。

燃えない
ごみ処理量   5,090kg 

平成26年11月平成25年11月

 104.1％

 67,160kg 

  4,890kg 

前年同月比

11 月の村内空間放射線量測定値を
公表します。
◇測定日　11 月 28 日（金）
　午前９：20 ～ 10：15

村内の空間放射線量測定値

【管財室　内線１０６】

測定箇所 測定結果
　役場 ０．０８
　中学校 ０．０７
　小学校 ０．０７
　保育園 ０．０６
　里山の家 ０．０７
　農村交流館 ０．０６

【単位：μ Sv/h（ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ）】

＊基準値は、0.19 μ Sv/h 以下です。
＊地上10㎝の高さで測定しています。

2015



人人人の動き 11 月届け出分人

ごめいふくをお祈りします
（亡くなられた日）　  （集落）　　 　    （氏　名）　      　    （年齢）

　11 . ６      　  西　町　     祢津　凉子　さん （92）
　11 . 10      　  中　村　　   中島　せん　さん （96）
　11 . 19      　 南   鴨 　　  湯本　笹子　さん （99）

平
成
25
年
１
月
、「
農
村
へ
若
者
を
取
り
戻
す
た
め

に
は
」
と
題
し
た
農
村
学
講
座
。
若
者
セ
ン
タ
ー
は
、

聴
講
者
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
自
ら
山
梨
県
で
農
業

法
人
を
立
ち
上
げ
、
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
菅
原
文

太
さ
ん
の
ご
講
演
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た
口
調
、
心
に
染

み
入
る
よ
う
な
講
話
に
皆
、
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
聞

き
入
っ
た
。

菅
原
さ
ん
と
の
ご
縁
は
、
平
成
24
年
の
農
村
文
明
塾

有
識
者
顧
問
会
議
の
場
に
お
越
し
に
な
り
、『
い
の
ち

の
党
』
の
結
成
に
向
け
て
協
力
を
依
頼
さ
れ
に
来
ら
れ

て
か
ら
の
お
付
き
合
い
。
い
の
ち
の
党
は
、
政
党
で
は

な
く
、
仲
間
の
集
ま
り
と
い
う
意
味
、
命
を
大
切
に
す

る
社
会
を
テ
ー
マ
に
し
た
国
民
運
動
グ
ル
ー
プ
。
テ
レ

ビ
で
見
か
け
る
各
界
で
活
躍
す
る
著
名
人
が
多
数
発
起

人
と
し
て
集
ま
り
設
立
の
会
が
催
さ
れ
た
。

　
「
消
費
を
楽
し
む
三
次
産
業
の
社
会
か
ら
、
生
産
を

楽
し
む
一
次
、
二
次
産
業
の
社
会
へ
の
転
換
を
め
ざ
し
、

そ
の
た
め
に
生
産
基
盤
と
な
る
地
方
に
眼
差
し
を
注

ぎ
、
か
け
が
え
の
な
い
価
値
を
持
つ
農
山
村
を
再
生
し
、

活
力
を
つ
け
る
政
策
を
提
言
す
る
。」

　
「
個
人
の
尊
厳
を
大
切
に
し
、
人
と
生
き
も
の
の
い

の
ち
、
地
球
の
い
の
ち
を
守
る
こ
と
が
公
共
の
精
神
の

柱
と
な
る
社
会
を
願
い
、
提
言
す
る
。」

俳
優
を
や
め
て
本
気
で
世
の
中
を
変
え
て
行
き
た

い
。
そ
う
決
心
を
さ
れ
て
の
結
党
と
言
わ
れ
た
。
農
村

文
明
の
理
念
に
も
賛
同
さ
れ
、
有
識
者
顧
問
に
就
任
い

た
だ
い
た
。
そ
し
て
村
で
の
ご
講
演
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。
亡
く
な
ら
れ
て
改
め
て
そ
の
偉
大
さ
に
気
が

付
く
こ
と
に
・
・
・
。
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
、
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
合
掌
。

木
島
平
村
長　

芳
川
修
二
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好
き
な
食
べ
物
は
バ
ナ
ナ
、
の
り
、

牛
乳
で
す
。

家
族
や
友
達
の
名
前
を
し
っ
か
り
と

言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な

の
前
で
歌
を
歌
っ
て
楽
し
く
歌
謡

シ
ョ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
も
得
意
で
す
。

斉
さ い と う

藤　太
た い よ う

陽ちゃん

平成 25 年３月 31 日生まれ
 （北鴨／昌吾さん、桃香さん）

世帯と人口

1,578（＋１） 2,238（＋4） 2,414（－7）  4,652（－3）

12 月１日現在（国勢調査に基づく推計値）

村では「農村文明」
の創生に向けた取り
組みを進めていま
す。

我が家のアイドル募集中！（２歳ぐらいのお子さんを募集します）
役場政策情報室まで

  11 .23    南　鴨　近
こんどう

藤　楓
ふ う か

花 ちゃん ( 茂幸さん・はるなさん）

（誕生日）   （集落）     　（氏　名）　　　　　          （父・母）
こんにちは赤ちゃん

い
の
ち
の
党

村
長
ひ
と
こ
と
（
85
）
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広報及びＷＥＢサイトの広告募集中

村では、「広報きじま平」、「公式ホームページ」、
「い～なか交流館」への広告を随時募集しています。
※料金・広告のサイズなど、詳細は総務課政策情
報室【内線１１２】までお問い合せください。


